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1. 概要 

    TSP743Ⅱｼﾘｰｽﾞはｸﾗﾑｼｪﾙ機構のﾀﾞｲﾚｸﾄﾗｲﾝｻｰﾏﾙﾌﾟﾘﾝﾀです｡ 

 

   ﾓﾃﾞﾙ名称表示方法 

TSP7 4 3 Ⅱ   D - 24 

 

 

   その他 

    NONE：標準ﾓﾃﾞﾙ 

 

ケース色 

NONE   ：標準(ﾎﾜｲﾄ) 

GRY,GY ：ｸﾞﾚｰ 

 

 Blutooth Auto Connection設定(Bluetoothﾓﾃﾞﾙのみ) 

 None：ON 

 OF：OFF 

 

 電源仕様 

 24：24V DC 

 

 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ※ 

                              NONE：IFなし 

 D：RS-232C 

 C：ﾊﾟﾗﾚﾙ 

 U：USB 

 E3：ﾈｯﾄﾜｰｸ 

 E3X: ﾈｯﾄﾜｰｸ WebPRNT対応 

 BI：Bluetooth 

 BI2：Bluetooth ETSI EN 300 328 v1.8.1対応 

 

 ﾓﾃﾞﾙ 

NONE：TYPEⅠ 

Ⅱ：TYPEⅡ 

 

ﾒｶﾆｽﾞﾑﾀｲﾌﾟ 

 3：紙幅80mm(標準) 

 

 ﾌﾟﾘﾝﾀﾀｲﾌﾟ 

4：ｶｯﾀｰ付き(ﾌﾙｶｯﾄ/ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ切り替え対応) 

 

 TSP700ｼﾘｰｽﾞｻｰﾏﾙﾌﾟﾘﾝﾀ 

 

 

 

※ Bluetoothｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ単体は存在しない。設定ﾓﾃﾞﾙで対応する。 
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2. 基本仕様  

2.1. 印字仕様 

 

(1) 印字方式   ： ﾀﾞｲﾚｸﾄﾗｲﾝｻｰﾏﾙ印字方式(感熱方式) 

(2) ﾄﾞｯﾄ構成   ： 640ﾄﾞｯﾄ/ﾗｲﾝ 

(3) ﾄﾞｯﾄ密度   ： 8ﾄﾞｯﾄ/mm(203dpi) 

(4) 印字領域   ： 最大80mm  

(5) 印字桁数   ： 最大53桁(12×24ﾌｫﾝﾄ) 

      最大71桁( 9×24ﾌｫﾝﾄ) 

      最大40桁(16×24ﾌｫﾝﾄ) 

      最大26桁(24×24ﾌｫﾝﾄ 漢字仕様のみ) 

(6) 文字間ｽﾍﾟｰｽ ： ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ 

(7) 印字速度     ：  

80 mm 、　72 mm 52.5 mm 、52 mm 、50.8 mm
単色ﾓｰﾄﾞ　標準 最大 250 　(mm/sec) 最大 180 　(mm/sec)
単色ﾓｰﾄﾞ　中速 最大 180 　(mm/sec) 最大 180 　(mm/sec)
単色ﾓｰﾄﾞ　低速 最大 100 　(mm/sec) 最大 100 　(mm/sec)
低消費電力ﾓｰﾄﾞ 最大 150 　(mm/sec) 最大 150 　(mm/sec)

DoubleResolutionﾓｰﾄﾞ 最大 80 　(mm/sec) 最大 80 　(mm/sec)
2色ﾓｰﾄﾞ 最大 80 　(mm/sec) 最大 80 　(mm/sec)

印字ﾓｰﾄﾞ
有効印字幅

 

<注記> 

1)上記印字速度は「電源電圧24V、雰囲気温度25℃、印字濃度ﾃﾞﾌｫﾙﾄ」での印字の場合である。 

2)電源電圧の変化、ﾍｯﾄﾞ温度条件、印字ﾊﾟﾀｰﾝ等の条件により印字速度は自動的に変化する。 

3)印字速度はﾃﾞｰﾀ転送速度、印字ﾊﾟﾀｰﾝ等により遅くなる場合がある。 

4)ﾒﾓﾘｽｲｯﾁの設定変更により、印字速度を可変することが可能 

5)ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを印刷する場合、その読み取りの精度はｽｷｬﾅの性能に左右されるため、 

十分な読み取り結果が得られない場合には印字速度を下げる、または最小ﾓｼﾞｭｰﾙの 

ｻｲｽﾞを大きく設定するなどの調整を行うこと。 

6)ﾗﾀﾞｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞおよび2次元ｺｰﾄﾞを印刷する場合には印字速度を、ﾒﾓﾘｽｲｯﾁの設定変更 

により、低速（最大100mm/sec）にして印刷すること。 

 

(8) 紙送り    ： ﾌﾘｸｼｮﾝﾌｨｰﾄﾞ方式 

       送りﾋﾟｯﾁ  0.125mm 【ﾓｰﾀ2ｽﾃｯﾌﾟ(1-2相励磁)】 

(9) 改行幅    ： Star Lineﾓｰﾄﾞの場合､4mmまたは3mm 

       ESC/POSﾓｰﾄﾞの場合､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ 

(10)印字ﾍｯﾄﾞ    ： ﾗｲﾝｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ 

(11)ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ    ： Star Line ﾓｰﾄﾞ 

       ESC/POSﾓｰﾄﾞ 
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2.2. 文字仕様･ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ仕様 

 

2.2.1. STARﾗｲﾝﾓｰﾄﾞ  

 

<ANK> 

ﾌｫﾝﾄ種 ｻｲｽﾞ(W x H)  ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 国際文字 

 dot Mm   

Font-A 12 x 24 dot 

 

(※) IBM Block: 12 x 32 dot  

1.50mm x 3.00mm 

 

(※) IBM Block: 1.50mm x 4.00mm 

40 ﾍﾟｰｼﾞ 16ｹ国  

Font-B 9 x 24 dot 

 

(※) IBM Block: 9 x 32 dot  

1.125mm x 3.00mm 

 

(※) IBM Block: 1.125mm x 4.00mm 

40 ﾍﾟｰｼﾞ 16ｹ国 

OCR-B 

 

16 x 24 dot 2.00mm x 3.00mm -- -- 

 

 

<漢字> 

ﾌｫﾝﾄ種  文字数 ｻｲｽﾞ(W x H)  

   Dot mm 

日本漢字 (注1) 英数字 96文字 24 x 24 dot 3.00mm x 3.00mm 

 拡張ｸﾞﾗﾌｨｯｸ 128文字   

 JIS第1水準漢字 3489文字   

 JIS第2水準漢字 3390文字   

 特殊文字 83文字   

 半角漢字 282文字 12 x 24dot 1.50mm x 3.00mm 

中国漢字 (注2) 英数字 96文字 24 x 24 dot 3.00mm x 3.00mm 

 中国漢字 7189文字   

ﾊﾝｸﾞﾙ文字 英数字 96文字 24 x 24 dot 3.00mm x 3.00mm 

 記号 1032文字   

 ﾊﾝｸﾞﾙ文字 2350文字   

台湾BIG5(F) 英数字 96文字 24 x 24 dot 3.00mm x 3.00mm 

 台湾漢字 13877文字   

注1)JIS第1水準漢字､JIS第2水準漢字はJISx0208-1990､JISx0208-1997準拠｡SHIFT-JISｺｰﾄﾞに対応｡ 

※第一、第二水準JIS2004例示字形 Ver4.0以降対応｡ 

注2)GB2312準拠 

 

 

<UTF-8対応> 

F/W Ver4.1以降において、UTF-8ｺｰﾄﾞ（漢字）に対応。 

UTF-8ｺｰﾄﾞ(漢字)の適用範囲は、上記表記載の対応漢字：日本漢字・中国漢字GB2312準拠/ﾊﾝｸﾞﾙ文字・台湾BIG5(F)。 

非対応コードは□を印字する。 

従来の漢字ｺｰﾄﾞとUTF-8ｺｰﾄﾞの選択は、ｺﾏﾝﾄﾞあるいはﾒﾓﾘｽｲｯﾁにより切り替え可能。 
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<ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ> 

 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ UPC-A 

UPC-E 

JAN/EAN8 

JAN/EAN13 

ITF 

CODE39 

CODE93 

CODE128 

CODABAR(NW-7) 

2次元ｺｰﾄﾞ PDF417 

QR Code 
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2 .2 .2 .  ESC/POSﾓｰﾄﾞ   

 

<ANK> 

ﾌｫﾝﾄ種 ｻｲｽﾞ(W x H)  ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 国際文字 

 dot mm   

Font-A 12 x 24 dot 1.50mm x 3.00mm 40 ﾍﾟｰｼﾞ 16ｹ国  

Font-B 9 x 24 dot 1.125mm x 3.00mm 40 ﾍﾟｰｼﾞ 16ｹ国 

OCR-B 16 x 24 dot 2.00mm x 3.00mm -- -- 

 

<漢字> 

ﾌｫﾝﾄ種  文字数 ｻｲｽﾞ(W x H)  

   dot mm 

日本漢字 (注1) 英数字 96文字 24 x 24 dot 3.00mm x 3.00mm 

 拡張ｸﾞﾗﾌｨｯｸ 128文字   

 JIS第1水準漢字 3489文字   

 JIS第2水準漢字 3390文字   

 特殊文字 83文字   

中国漢字 (注2) 英数字 96文字 24 x 24 dot 3.00mm x 3.00mm 

 中国漢字 7189文字   

ﾊﾝｸﾞﾙ文字 英数字 96文字 24 x 24 dot 3.00mm x 3.00mm 

 記号 1032文字   

 ﾊﾝｸﾞﾙ文字 2350文字   

台湾BIG5(F) 英数字 96文字 24 x 24 dot 3.00mm x 3.00mm 

 台湾漢字 13877文字   

注1)JIS第1水準漢字､JIS第2水準漢字はJISx0208-1990､JISx0208-1997準拠｡SHIFT-JISｺｰﾄﾞに対応｡ 

※第一、第二水準JIS2004例示字形 Ver4.0以降対応｡ 

注2)GB2312準拠 

 

<ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ> 

 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ UPC-A 

UPC-E 

JAN/EAN8 

JAN/EAN13 

ITF 

CODE39 

CODE93 

CODE128 

CODABAR(NW-7) 

2次元ｺｰﾄﾞ PDF417 

QR Code 

 

2.3. NVﾛｺﾞ仕様 

あらかじめﾛｺﾞｲﾒｰｼﾞをﾌﾟﾘﾝﾀの不揮発性ﾒﾓﾘ(Nonvolatile memory)に記憶しておき、ﾛｺﾞ印字命令にてｲﾒｰｼﾞを呼び出して 

印字する機能(※)。 

・ﾛｺﾞ記憶容量 :  STARﾗｲﾝﾓｰﾄﾞ 504Kﾊﾞｲﾄ (516,096ﾊﾞｲﾄ) 

:  ESC/POSﾓｰﾄﾞ 504Kﾊﾞｲﾄ (516,096ﾊﾞｲﾄ) 

・ﾛｺﾞ最大登録数 :  255個 

※「NVﾋﾞｯﾄｲﾒｰｼﾞ」も同機能。 
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2.4. 用紙仕様(感熱紙) 

(1) 紙幅 ： 79.5±0.5(mm) / 82.5±0.5(mm) / 57.5±0.5(mm) 

<注記> 

・使用途中での紙幅の変更は絶対に行わないこと｡ 

 

(2) 外形寸法 

    ・巻径       ： 最大ﾛｰﾙ径φ100(mm) 

    ・幅(巻上がり寸法) ： 80+0.5,-1(mm) / 83+0.5,-1(mm) / 58+0.5,-1(mm) 

 

(3) 紙厚 ： 65μm～150μm 

<注記> 

        ・紙幅57.5±0.5mmの場合は､65μm～85μm 

・65μmを下回る薄い用紙は、三菱ﾊｲﾃｯｸ F5041、日本製紙 TF50KS-E2D、KSP P-300、P-310、 

P-320RB、P-320BB、Koehler KT48 F20 のみ推奨紙として設定する。 

 

(4) 推奨感熱紙､印字濃度の設定 

  ・紙種および紙厚により印字濃度の設定を変更する必要がある｡ 

  ・ﾒﾓﾘｽｲｯﾁ2：印字濃度設定、もしくは印字濃度設定ｺﾏﾝﾄﾞ<ESC><RS>‘d’nにて濃度設定の変更を行うこと｡ 

・ﾊﾞｰｺｰﾄﾞや文字等の読み取りに関しては、ｽｷｬﾅ、紙種、印字濃度等により十分な読み取り結果が 

得られない場合があるため、使用するｽｷｬﾅにて必ず事前評価を行うこと。 

 

ﾒｰｶｰ 製品名 品質特性・用途
紙厚
（μm）

設定値
n

Print
Density

推奨印字
速度

 P220AG  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 65 3（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） Standard 高速
 HP220A  高保存ﾀｲﾌﾟ 65 1 +2 高速
 HP220AB-1  高保存ﾀｲﾌﾟ 75 1 +2 高速
 P220AB  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 80 0 +3 高速
 P220AC-1  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 95 3（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） Standard 高速
 P220AC  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 105 3（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） Standard 高速
 P220AD  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 130 3（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） Standard 高速
 P220AE-1  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 150 3（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） Standard 高速

 三菱ﾊｲﾃｯｸ  F5041  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 60 0 +3 高速
 TL 3000  ﾛｯﾀﾘｰ用 84 0 +3 中速

 日本製紙  TF50KS-E2D  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 59 3（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） Standard 高速
 PD150R  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 75 3（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） Standard 高速
 PD160R  超高保存ﾀｲﾌﾟ 75 1 +2 高速

KANZAN  KLS 46  ﾛｯﾀﾘｰ用 82 0 +3 中速
 P-300  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 56 0 +3 高速
 P-310  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 56 0 +3 高速
 LOTTO-850  高保存ﾀｲﾌﾟ 80 0 +3 高速
 P-320RB  2色ﾀｲﾌﾟ　赤黒 58 3（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） Standard 高速
 P-320BB  2色ﾀｲﾌﾟ　青黒 58 3（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） Standard 高速

 Koehler  KT48 F20  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 53 1 +2 高速

 三菱製紙

 王子製紙

 KSP

 
 



                                                                                  Rev1.32  

                                                                                                                                             

TSP700II ｼﾘｰｽﾞ製品仕様書                         2-6 

 

 

(5) 軸芯内径(mm)/外径(mm)     

      ・65μm≦紙厚≦75μm：内径φ12±1/外径φ18±1 

内径φ25.4(1ｲﾝﾁ)/外径φ32±1 

・75μm＜紙厚≦150μm：内径φ25.4(1ｲﾝﾁ)/外径φ32±1  

<注記> 

・65μm未満の推奨紙は、65μm≦紙厚≦75μmの場合の軸芯仕様を適用する。 

・ﾌﾙｶｯﾄおよびﾃｨｱﾊﾞｰ送りにてﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定を行なう場合はﾛｰﾙ紙仕様に制限事項があります。 

詳細はP2-15 2.9ﾌﾙｶｯﾄまたはﾃｨｱﾊﾞｰ送りで使用する場合の制限事項 を参照願います。 

 

(6)有効印字幅 

紙幅 

(mm) 

左右ﾏｰｼﾞﾝ 

(mm) 

有効印字幅 

(mm) 

印字桁数 

(12×24ﾌｫﾝﾄ) 

79.5±0.5 4 72 48 

82.5±0.5 左-2～1、右1.5～3 80 53 

57.5±0.5 左3、右2.5/左4、右3.3 52.5/52.0/50.8 35/34/33 

     <注記> 

1)有効印字幅については「MSW4：印字領域設定」にて変更を行うこと｡ 

2)82.5mm紙幅のﾛｰﾙ紙を使用する場合はﾛｰﾙ紙ｶﾞｲﾄﾞを取り外すこと。 

3)57.5 mm紙幅のﾛｰﾙ紙を使用する場合はﾛｰﾙ紙ｶﾞｲﾄﾞを取り外し、57.5mm紙幅対応位置に取り付けること。 

 

 
 

(7)使用紙厚、使用紙幅、設置姿勢によるﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰの必要性 

設置姿勢 横置き 縦置き 

紙幅(mm) 82.5 79.5 57.5 82.5 79.5 57.5 

 65μm≦紙厚＜100μm 必要 必要 必要 必要 必要 不要 

100μm≦紙厚≦150μm 不要 不要 - 不要 不要 - 

  <注記> 

・ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰ不要の条件では必ずﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰを取り外すこと｡ 

・ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰ不要の条件で、ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰを付けたまま動作させた場合は、用紙搬送不良等の障害が 

発生する場合があるため注意のこと。 

・65μm未満の推奨紙は、65μm≦紙厚＜100μmの場合を適用する。 
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                             ﾎﾟｼ ﾞｼｮﾝ①  

 

 

 

 

 

 

 

 

                             ﾎﾟｼ ﾞｼｮﾝ③  

 

 

 
 

 

(8)使用紙厚によるﾍｯﾄﾞﾚﾊﾞｰのﾎﾟｼﾞｼｮﾝ（左右2ヶ所） 

  使用紙厚によりﾍｯﾄﾞﾚﾊﾞｰのﾎﾟｼﾞｼｮﾝを変更する｡ 

･65μm≦紙厚≦105μmの場合､ﾉｰﾏﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝ（ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ①） 

･105μm＜紙厚≦150μmの場合､厚紙対応ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ（ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ③） 

<注記> 

・ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ②は使用しないこと｡ 

・65μm未満の推奨紙は、65μm≦紙厚≦105μmの場合を適用する。 

 

 

     

 

 
      

 

 

 

①

②

③

①

②

③



                                                                                  Rev1.32  

                                                                                                                                             

TSP700II ｼﾘｰｽﾞ製品仕様書                         2-8 

 

 (9)用紙裏面におけるﾌﾟﾚ印刷範囲 

  用紙裏面にﾌﾟﾚ印刷を行う場合は､以下の図に示す仕様を満足すること｡ 

 

 

                                           

 

 

                                                                                            

 

 

 

   印字方向 

 

 

 

 

              

                 

 

 

(10)その他 

 ･発色面     ：ﾛｰﾙ外側 

 ･終端処理   ：ﾛｰﾙ紙と軸芯の固定は糊付けしないこと｡ 

                    終端は紙折り加工を行わないこと｡ 

用 紙 裏 面  

ﾌﾟﾚ印 刷 禁 止 範 囲  
15 (mm)以 上  

印 字 面 は  

図 中 裏 側  
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2.5. 感熱ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ紙（ﾀｯｸﾗﾍﾞﾙ紙） 

 

(1) 台紙幅：79.5±0.5（ｍｍ）/82.5±0.5（ｍｍ） 

(2) 外形寸法 

     ・巻径：最大ﾛｰﾙ径φ100（ｍｍ） 

     ・幅（巻上がり寸法）：80+0.5,-1(mm) / 83+0.5,-1(mm)  

(3) 総厚：150μm以下 

(4) 推奨感熱ﾗﾍﾞﾙ紙および印字濃度の設定 

・紙種および紙厚により印字濃度の設定を変更する必要がある｡ 

・ﾒﾓﾘｽｲｯﾁ2：印字濃度設定、もしくは印字濃度設定ｺﾏﾝﾄﾞ<ESC><RS>‘d’nにて濃度設定の変更を行うこと｡ 

・ﾊﾞｰｺｰﾄﾞや文字等の読み取りに関しては、ｽｷｬﾅ、紙種、印字濃度等により十分な読み取り結果が 

得られない場合があるため、使用するｽｷｬﾅにて必ず事前評価を行うこと。 

 

ﾒｰｶｰ 製品名 品質特性・用途
紙厚
（μm）

設定値
n

Print
Density

 LD2114  ﾗﾍﾞﾙ　高感度 115 3 Standerd
 LD5530  ﾗﾍﾞﾙ　高保存・高耐熱 150 *1)　3 Standerd

*1)　印字設定は「2色印字ﾓｰﾄﾞｺﾏﾝﾄﾞの黒色印字」を使用すること｡

 ﾘﾝﾃｯｸ

 

 

●上 記 用 紙 は発 色 し難 い用 紙 の為 、事 前 に印 字 品 質 を確 認 願 います。  

 

(5) 軸芯内径（ｍｍ）／外径（ｍｍ）     

      内径φ25.4(1ｲﾝﾁ)/外径φ32±1 

<注記> 

・ﾌﾙｶｯﾄおよびﾃｨｱﾊﾞｰ送りにてﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定を行なう場合はﾛｰﾙ紙仕様に制限事項があります。 

詳細はP2-15 2.9ﾌﾙｶｯﾄまたはﾃｨｱﾊﾞｰ送りで使用する場合の制限事項 を参照願います。 

 

   

(6)有効印字幅 

ﾗﾍﾞﾙ幅 

(mm) 

左右ﾏｰｼﾞﾝ 

(mm) 

有効印字幅 

(mm) 

印字桁数 

（12×24ﾌｫﾝﾄ） 

76±0.5 3 70 46 

79±0.5 3 73 48 

 

(7)その他注意事項 

1）ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰは不要のため取り外すこと。 

2）ﾍｯﾄﾞﾚﾊﾞｰのﾎﾟｼﾞｼｮﾝは「ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ③」に設定すること。 

3）発色面はﾛｰﾙ外側のこと。 

4）内巻きﾛｰﾙは使用不可。 

5）終端処理については紙折り加工を行わないこと。 

6）ﾛｰﾙ紙と軸芯の固定は糊付またはﾃｰﾌﾟ付けしないこと。 

7）ﾛｰﾙ紙と軸芯の固定をﾃｰﾌﾟ付けする場合はﾃｰﾌﾟの剥れ力を100(gf)以下とすること。 

8）ﾛｰﾙ紙と軸芯の固定をﾃｰﾌﾟ付けする場合のﾃｰﾌﾟ貼り付け不可範囲は感熱ﾛｰﾙ紙仕様で 

記載されている用紙裏面のﾌﾟﾚ印刷禁止範囲と同じとすること。 

9）用紙裏面のﾌﾟﾚ印刷禁止範囲は、感熱ﾛｰﾙ紙仕様で記載されている内容を参照のこと。 

10)ﾀｯｸﾗﾍﾞﾙ紙を切断の際には必ず台紙を切断すること。 
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(8)図示説明 

   1）推奨ﾀｯｸﾗﾍﾞﾙ仕様 
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2）有効印字範囲詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台 紙 幅 79 .5mmの場 合  

台 紙 幅 82 .5mmの場 合  
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3）ｶｯﾄ位置⇔印字ﾗｲﾝ⇔ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸｾﾝｻの位置関係 
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2.6. 感熱ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ紙（全面ﾗﾍﾞﾙ紙） 

 

(1) 台紙幅 ： 79.5±0.5（ｍｍ）/82.5±0.5（ｍｍ） 

(2) 外形寸法 

     ・巻径    ：最大ﾛｰﾙ径φ100（ｍｍ） 

     ・幅（巻上がり寸法）： 80+0.5,-1(mm) / 83+0.5,-1(mm)  

(3) 総厚 ： 150μm以下 

(4) 推奨感熱ﾗﾍﾞﾙ紙および印字濃度の設定 

・紙種および紙厚により印字濃度の設定を変更する必要がある｡ 

・ﾒﾓﾘｽｲｯﾁ2：印字濃度設定、もしくは印字濃度設定ｺﾏﾝﾄﾞ<ESC><RS>‘d’nにて濃度設定の変更を行うこと｡ 

・ﾊﾞｰｺｰﾄﾞや文字等の読み取りに関しては、ｽｷｬﾅ、紙種、印字濃度等により十分な読み取り結果が 

得られない場合があるため、使用するｽｷｬﾅにて必ず事前評価を行うこと。 

 

ﾒｰｶｰ 製品名 品質特性・用途
紙厚
（μm）

設定値
n

Print
Density

 LD2114  ﾗﾍﾞﾙ　高感度 115 3 Standerd
 LD5530  ﾗﾍﾞﾙ　高保存・高耐熱 150 *1)　3 Standerd

*1)　　印字設定は「2色印字ﾓｰﾄﾞｺﾏﾝﾄﾞの黒色印字」を使用すること｡

 ﾘﾝﾃｯｸ

 

 

●上 記 用 紙 は発 色 し難 い用 紙 の為 、事 前 に印 字 品 質 を確 認 願 います。  

 

(5) 軸芯内径（ｍｍ）／外径（ｍｍ）     

      内径φ25.4(1ｲﾝﾁ)/外径φ32±1 

 <注記> 

・ﾌﾙｶｯﾄおよびﾃｨｱﾊﾞｰ送りにてﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定を行なう場合はﾛｰﾙ紙仕様に制限事項があります。 

詳細はP2-15 2.9ﾌﾙｶｯﾄまたはﾃｨｱﾊﾞｰ送りで使用する場合の制限事項 を参照願います。 

 

(6)有効印字幅 

ﾗﾍﾞﾙ幅 

(mm) 

左右ﾏｰｼﾞﾝ 

(mm) 

有効印字幅 

(mm) 

印字桁数 

（12×24ﾌｫﾝﾄ） 

79.5±0.5 4 72 48 

82.5±0.5 左-2～1、右1.5～3 80 53 

 

(7)その他注意事項 

1）ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰは不要のため取り外すこと。 

2）ﾍｯﾄﾞﾚﾊﾞｰのﾎﾟｼﾞｼｮﾝは「ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ③」に設定すること。 

3）発色面はﾛｰﾙ外側のこと。 

4）内巻きﾛｰﾙは使用不可。 

5）終端処理については紙折り加工を行わないこと。 

6）ﾛｰﾙ紙と軸芯の固定は糊付またはﾃｰﾌﾟ付けしないこと。 

7）ﾛｰﾙ紙と軸芯の固定をﾃｰﾌﾟ付けする場合はﾃｰﾌﾟの剥れ力を100(gf)以下とすること。 

8）ﾛｰﾙ紙と軸芯の固定をﾃｰﾌﾟ付けする場合のﾃｰﾌﾟ貼り付け不可範囲は感熱ﾛｰﾙ紙仕様で 

記載されている用紙裏面のﾌﾟﾚ印刷禁止範囲と同じとすること。 

9）用紙裏面のﾌﾟﾚ印刷禁止範囲は、感熱ﾛｰﾙ紙仕様で記載されている内容を参照のこと。 
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2.7. ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ仕様 

 

                     

                                           

 

 

                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 <注記> 

1)上図におけるｶｯﾄ位置はﾒﾓﾘｽｲｯﾁ2の印字開始位置補正値がﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定の場合である｡ 

2) ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸのPCS値は0.90以上のこと｡ 

弊社製品のﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸｾﾝｻは光源波長940～950nｍの物を使用しているため、PCS値を測定する際は、 

ｾﾝｻ光中心波長（940～950nm）付近での反射率を使用すること。 

ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸのPCS値が上記仕様を満たさない場合には、ﾍﾟｰｼﾞをｽｷｯﾌﾟする不具合やﾍﾟｰｼﾞ長さ検出不良が発生 

することがあるので、PCS値は必ず仕様を満足するようにした上で、用紙を十分にﾃｽﾄしてから使用すること。 

3)使用する用紙またはﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸの印刷状態により、工場出荷時の設定ではﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ検出が正常に行われない 

可能性があるので、使用する用紙での再調整を推奨する。 

4)ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ検出による印字頭出し精度は､基準印字位置に対し±2mm､また印字長さについては､初期状態で 

環境温度･ﾌﾟﾗﾃﾝ径加工精度のばらつきを考慮し､設定値に対して±2%､さらに寿命を考慮した場合については､ 

設定値に対して最大-5%の誤差を考慮し､ﾌﾟﾚ印刷された用紙を使用する場合は印字ﾚｲｱｳﾄに十分注意すること｡ 

5)ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸを使用する場合の印字範囲については上図に示す使用範囲内とすること｡ 

上ﾏｰｼﾞﾝについては､印字位置～ｶｯﾄ位置(ｵｰﾄｶｯﾀｰ)までの距離約13mmと､ｶｯﾄ動作後に印字を行う場合は､ 

1mm(8ﾄﾞｯﾄﾗｲﾝ)以上の紙送りを行うことで計14mm以上のﾏｰｼﾞﾝができる｡ 

紙送り方向における印字範囲の設定値についてはﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸのﾋﾟｯﾁを超えないように､ 

必ず上図に示すﾏｰｼﾞﾝを取ること｡ 

ﾏｰｼﾞﾝが取られていない場合はﾍﾟｰｼﾞをｽｷｯﾌﾟする不具合が発生する可能性があるので十分注意すること｡ 

【印字範囲設定例】 

<ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸのﾋﾟｯﾁ(寸法A)が100mmの場合> 

上ﾏｰｼﾞﾝ:14mm / 下ﾏｰｼﾞﾝ:3mm+(100mm×0.03)=6mm 

以上､紙送り方向の印字範囲は80mm以下とする必要がある｡

15 (ｍｍ )  

以 上  5±1(ｍｍ )  

寸 法 Ａ＝30～300（ｍｍ）  

1  +1、-0 .8 (ｍｍ )  

ｶｯﾄ位 置  

上 ﾏｰｼﾞﾝ14ｍｍ以 上  下 ﾏｰｼﾞﾝ  

（3mm＋寸 法 Ａ×3％）以 上  

印 字 範 囲  

印 字 面 は  

用 紙 表 面  

ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ用 紙 裏 面  

 

2 .5 (ｍｍ )  

印 字 方 向  
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2.8. ｵｰﾄｶｯﾀｰ仕様 

(1) ｶｯﾄ方法    ： ｷﾞﾛﾁﾝ式 

 

(2) ｶｯﾄﾓｰﾄﾞ    ： ﾌﾙｶｯﾄ､ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ(ｺﾏﾝﾄﾞ切り替え)対応 

             <注記> 

             （ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄにおける一点残し位置） 

              ・80mmおよび82.5mm紙幅の場合：ほぼ中央 

              ・57.5mm紙幅の場合：左端より約40mm 

 

(3) ｶｯﾄﾃﾞｭｰﾃｨ   ： 1ｶｯﾄ/3秒 以内 

 

(4) 紙厚      ： 65μm～150μm  

<注記> 

・65μmを下回る薄い用紙は、三菱ﾊｲﾃｯｸ F5041、日本製紙 TF50KS-E2D、KSP P-300、P-310、 

P-320RB、P-320BB、Koehler KT48 F20 のみ推奨紙として設定する。 

 

(5) ｶｯﾄ位置    ： ｵｰﾄｶｯﾀｰ→印字位置～ｶｯﾄ位置までの距離約13mm 

 

(6) 最小ｶｯﾄ長さ ：65μm≦紙厚≦75μmの場合 24(mm) 

75μm＜紙厚≦150μmの場合 32(mm) 

<注記> 

・65μm未満の推奨紙は、65μm≦紙厚≦75μmの場合と同様。 

 

(7) ｴﾗｰ検出   ： ﾒｶﾆｶﾙｾﾝｻｰによるﾎｰﾑﾎﾟｼﾞｼｮﾝの位置検出 

 

<注記> 

1)ｶｯﾄ動作後に印字を行う場合は､1mm(8ﾄﾞｯﾄﾗｲﾝ)以上の紙送りを行うこと｡ 

2)ｴﾗｰ後ｶｯﾀｰがﾎｰﾑﾎﾟｼﾞｼｮﾝ位置にない場合は､ｴﾗｰの原因を取り除いた後､電源を再投入するか､電源を切った後､

ｶｯﾀｰの可動刃ﾕﾆｯﾄの収納部であるﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰの､正面から見て右側面のﾏﾆｭｱﾙ操作用穴よりﾄﾞﾗｲﾊﾞを差込み､ﾓｰ

ﾀ軸に取り付けられているｳｫｰﾑｷﾞﾔの先端を回し､可動刃をﾎｰﾑﾎﾟｼﾞｼｮﾝへ戻すこと｡ 

3)ｵｰﾄｶｯﾀｰにおけるﾌﾙｶｯﾄ仕様は､ﾌﾟﾘﾝﾀを縦置き､壁掛けに設置した時に使用すること推奨する｡ 

水平設置にてﾌﾙｶｯﾄを行う場合は､ｶｯﾄした紙が用紙排出経路内に落ち込み､多枚切りなどによる紙ｼﾞｬﾑ等の 

不具合の原因となる可能性があるため､使用することを推奨しない｡ 

4)ﾌﾙｶｯﾄにおいてはｶｯﾄ後の用紙は必ず1枚ずつ取り出すこと。 

5)ﾌﾙｶｯﾄ、ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ共にｶｯﾄが確実に終了した後に用紙を取ること。 

ｶｯﾄ途中に用紙を取ろうとした場合、紙片の発生や紙ｼﾞｬﾑ等の不具合の原因となる可能性がある｡ 
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2.9. ﾌﾙｶｯﾄまたはﾃｨｱﾊﾞｰ送りで使用する場合の制限事項 

ｶｯﾄﾓｰﾄﾞ：ﾌﾙｶｯﾄまたはﾃｨｱﾊﾞｰ送りでﾊﾞｯｸﾌｨｰﾄﾞを行う場合のﾛｰﾙ紙軸芯径仕様については下記厳守のこと。 

<注記>仕様外軸芯径のﾛｰﾙ紙は紙ｼﾞｬﾑ不具合に至る場合があるので使用しないこと。 

 

(1)一般感熱紙、ﾀｯｸﾗﾍﾞﾙ ﾛｰﾙ紙の場合 

1)ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定：7mm、13mm、15mm、21mm、23mmの場合 

・65μm≦紙厚≦75μm：軸芯内径φ12±1/軸芯外径φ18±1 または 軸芯内径φ25.4(1ｲﾝﾁ)/軸芯外径φ32±1 

・75μm＜紙厚≦150μm：軸芯内径φ25.4(1ｲﾝﾁ)±1/軸芯外径φ32±1 

<注記>感熱紙は全て推奨紙とする。 

 

2)ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定：3mmの場合 

・65μm≦紙厚≦150μm：軸芯内径φ50.8(2ｲﾝﾁ)±1/軸芯外径φ58±1 

<注記> 

・軸芯内径φ50.8(2ｲﾝﾁ)±1/軸芯外径φ58±1 の仕様を厳守願います。 

・本仕様においてはﾆﾔｴﾝﾄﾞ検出はできませんでのﾆﾔｴﾝﾄﾞは無効として下さい。 

 

(2)全面ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ紙の場合 

1)ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定：7mm、13mm、15mm、21mm、23mmの場合 

・推奨紙（紙厚115μm、150μm）にて軸芯内径φ25.4(1ｲﾝﾁ)±1/軸芯外径φ32±1 

 

2)ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定：3mmの場合 

・推奨紙（紙厚115μm、150μm）にて軸芯内径φ50.8(2ｲﾝﾁ)±1/軸芯外径φ58±1 

<注記> 

・軸芯内径φ50.8(2ｲﾝﾁ)±1/軸芯外径φ58±1 の仕様を厳守願います。 

・本仕様においてはﾆﾔｴﾝﾄﾞ検出はできませんでのﾆﾔｴﾝﾄﾞは無効として下さい。 

・ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ紙を使用する場合には、ﾍｯﾄﾞ、ﾌﾟﾗﾃﾝ、用紙ｶﾞｲﾄﾞ部に糊が付着するため、これらの清掃を行わない 

 と用紙搬送不良や印字不良を発生する可能性があります。 

定期ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時期に囚われず、常に糊の清掃を行うことを推奨します。 

 

(3)ｶｯﾄﾓｰﾄﾞ：ﾌﾙｶｯﾄにおけるﾒﾓﾘｽｲｯﾁによるﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定とﾗｽﾀｰﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞｰによるﾄｯﾌﾟｻｰﾁ設定の関係 

ﾌｧｰﾑVer3.2以降 

n MSW1-A MSW1-9 ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ  

    ﾗｽﾀｰﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ﾄｯﾌﾟｻｰﾁ無効の場合 

ﾗｽﾀｰﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ﾄｯﾌﾟｻｰﾁ有効の場合 

“0” 0 0 13mm 7ｍｍ 標準ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ 

“1” 0 1 3mm 3mm  

“2” 1 0 15mm 15mm  

“3” 1 1 7mm 7mm  

ﾌｧｰﾑVer3.1まで 

n MSW1-A MSW1-9 ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ  

    ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ﾄｯﾌﾟｻｰﾁ無効の場合 

ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ﾄｯﾌﾟｻｰﾁ有効の場合 

“0” 0 0 13mm 3ｍｍ 標準ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ 

“1” 0 1 3mm 3mm  

“2” 1 0 15mm 15mm  

“3” 1 1 7mm 7mm  

<注記> 

・ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定におけるﾒﾓﾘｽｲｯﾁ設定の詳細はP16-3 2）ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定 参照のこと 

・ﾌｧｰﾑVer3.2以降とﾌｧｰﾑVer3.1におけるﾗｽﾀｰﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾄｯﾌﾟｻｰﾁ有効の場合のﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ量は、 

 上記対応表の通り異なりますので御注意願います。 
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2.10. 機能 

2.10.1. 検出器 

(1) ﾍｯﾄﾞ温度検知 ：ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ部の温度をｻｰﾐｽﾀにて検知 

(2) 紙無し検知 ：ｻｰﾏﾙﾒｶﾆｽﾞﾑの用紙挿入部用紙ｶﾞｲﾄﾞ内に､ﾌｫﾄｾﾝｻを内蔵し､ 

                  用紙最終端を検知する｡ 

(3) ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ検知 ：ｶﾊﾞｰ(ﾍｯﾄﾞとﾌﾟﾗﾃﾝ間)の開閉を検知する｡ 

(4) ﾆｱｴﾝﾄﾞｾﾝｻ ：反射式ﾌｫﾄｾﾝｻにより､ﾛｰﾙ紙残量検知を行う｡ 

              横置き時、縦置き時、それぞれ独立したｾﾝｻにて検出する。 

  各条件における検知径および用紙残量を以下に記す｡ 

 

 

 

 

紙厚 

(μm) 

内径φ12/外形φ18 

の軸芯ﾛｰﾙ紙を使用した場合 

内径φ25.4/外形φ32 

の軸芯ﾛｰﾙ紙を使用した場合 

検知径 用紙残量 検知径 用紙残量 

(mm) (m) (mm) (m) 

1 

段目 

2 

段目 

3 

段目 

1 

段目 

2 

段目 

3 

段目 

1 

段目 

2 

段目 

3 

段目 

1 

段目 

2 

段目 

3 

段目 

65  

約 

φ23 

 

約 

φ27 

 

約 

φ31 

約 

2.5 

約 

4.9 

約 

7.7 

 

 

 

 

 

約 

φ36 

 

 

 

 

 

約 

φ40 

 

 

 

 

 

約 

φ44 

約 

2.8 

約 

6.4 

約 

10.4 

75 約 

2.1 

約 

4.2 

約 

6.7 

約 

2.4 

約 

5.5 

約 

9.0 

85  約 

2.1 

約 

4.9 

約 

7.9 

95 約 

1.9 

約 

4.4 

約 

7.1 

105 約 

1.7 

約 

4.0 

約 

6.4 

130 約 

1.4 

約 

3.2 

約 

5.2 

150 約 

1.2 

約 

2.8 

約 

4.5 

   <注記> 

1） 工場出荷設定は「横置き検出位置：1段目、縦置き検出位置：3段目」で、ｾﾝｻの有効検出位置は横置きとする｡ 

2） ｾﾝｻの有効検出位置の変更は「操作ｽｲｯﾁ」または「ﾒﾓﾘｽｲｯﾁA：NE選択設定」にて行う。 

3） 上記寸法(検知径､用紙残量)については､用紙の巻き状態･紙厚･ﾒｶﾆｽﾞﾑ･印字ﾊﾟﾀｰﾝ等により､ 

ばらつきの発生がある｡ 

4） 特に紙厚が厚い場合､ﾛｰﾙ紙自身に緩みが発生し､上記寸法のばらつきは大きくなるため､ 

3段目で使用することを推奨する｡ 

5） TSP743Ⅱ-24ｼﾘｰｽﾞについては3段階の可変が可能であるが､縦置きにて使用する場合は3段目固定とする｡ 

ｾﾝｻの検出位置変更は下図に示すように、ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝまたは先のとがった物で、 

ｾﾝｻﾕﾆｯﾄを調整位置に移動する。移動の際、設定位置が正しいことを確認すること。 
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2.11. 信頼性仕様 

 

(1)機械体寿命 ： 2000万行 

   特定の条件下で故障率が一定の値以下を維持する期間（走行距離）。 

   機械体とは、ﾍｯﾄﾞとｶｯﾀｰを除く機構部分である 

(2)ﾍｯﾄﾞ及びｶｯﾀｰ寿命 

※ <印字条件>平均印字率：12.5% にて下記表参照  (ﾍｯﾄﾞ平均抵抗値変化率±15%以下)            ※ 次頁注記参照のこと 

ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ ﾌﾙｶｯﾄ ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ ﾌﾙｶｯﾄ
 P220AG  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 65 1.5 150 200 160 60 50
 HP220A  高保存ﾀｲﾌﾟ 65 1.0 100 200 160 60 50
 HP220AB-1  高保存ﾀｲﾌﾟ 75 1.0 100 200 160 60 50
 P220AB  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ　ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 80 0.5 50 100 100 30 30
 P220AC-1  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ　ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 95 0.5 50 100 100
 P220AC  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ　ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 105 0.5 50 30 30
 P220AD  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ　ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 130 0.5 50 30 30
 P220AE-1  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ　ｶｰﾄﾞ・ﾁｹｯﾄ用 150 0.5 50 30 30

 三菱ﾊｲﾃｯｸ  F5041  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 60 1.0 100 100 80 30 25
 TL 3000  ﾛｯﾀﾘｰ用 84 1.0 100 100

 日本製紙  TF50KS-E2D  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 59 1.0 100 50 40 25 20
 PD150R  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 75 1.0 100 200 160 60 50
 PD160R  超高保存ﾀｲﾌﾟ 75 1.0 100 200 160 60 50

KANZAN  KLS 46  ﾛｯﾀﾘｰ用 82 1.0 100 100
 P-30023  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 56 1.0 100 50 40 25 20
 P-310Ｒ  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 56 1.0 100 50 40 25 20
 LOTTO-850  高保存ﾀｲﾌﾟ 80 0.5 50 100 80 30 25
 P-320RB  2色ﾀｲﾌﾟ　赤黒 58 0.5 50 50 40 25 20
 P-320BB  2色ﾀｲﾌﾟ　青黒 58 0.5 50 50 40 25 20
 LD2114  ﾗﾍﾞﾙ　物流・情報管理用 115 0.5 50 30 30
 LD5530  ﾗﾍﾞﾙ　物流・情報管理用 150 0.5 50 30 30

 Koehler  KT48 F20  ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ 53 1.0 100 100 80 30 25

 ﾘﾝﾃｯｸ

57.5mm幅ﾒｰｶｰ 製品名 品質特性・用途
紙厚
（μm）

 王子製紙

 KSP

79.5mm幅、82.5mm幅

 三菱製紙

ﾍｯﾄﾞ寿命 ｶｯﾀ寿命（万ｶｯﾄ）

ﾊﾟﾙｽ数
（億）

距離
（km）
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<注記> 

1)寿命の定義は摩耗故障期に入り始めるﾎﾟｲﾝﾄとする。 

2)ﾍｯﾄﾞは隣接した2ﾄﾞｯﾄ以上が破壊した場合を寿命と規定する。但し、異物付着等による破壊（ｽｸﾗｯﾁ）、 

人為的破壊を除く。 

3)非常に高い印字率の印字動作を繰り返した場合には、ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞの寿命が著しく低下する場合があるため、 

印字ﾌｫｰﾏｯﾄの設計には十分注意のこと。 

4)全面ﾗﾍﾞﾙ紙またはﾀｯｸﾗﾍﾞﾙ紙を使用する場合、ｶｯﾀｰの刃に付着した糊を定期的に清掃すること。 

5)ｶｯﾀｰの刃に糊が付着した状態だと切断機能が低下する場合がある。 

6)上記､信頼性仕様は全て推奨感熱紙を使用した場合の数値であり､推奨感熱紙以外の紙において､信頼性の保証 

はできない｡  

7 )使用途中での紙幅の変更は絶対に行わないこと｡紙幅を変更すると印字不具合・ｶｯﾄ不具合が発生する 

場合がある。 

8)縦置き、壁掛けで使用する場合、ｶｯﾀｰの寿命は前表の値の半分のｶｯﾄ数となる。 

 

 (3)MCBF：6000万行 

MCBFの定義は機械体の寿命である2000万行に至るまでの偶発故障､磨耗故障を含めた総合的な故障間隔とする｡ 

※機械体の寿命はあくまで2000万行であり､MCBF6000万行は耐用寿命を表すものではない｡ 

 

 <注記> 

1)推奨感熱紙 75μm＜紙厚≦150μmにおける機械体寿命は1000万行、MCBFは2500万行 

2)上記､信頼性仕様は全て推奨感熱紙を使用した場合の数値であり､推奨感熱紙以外の紙において､ 

信頼性の保証はできない｡ 
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3. 外観仕様 

3.1. 外観仕様 

3.1.1. 外形寸法  

幅：約147mm×奥行き：約213mm×高さ：約148mm 

3.1.2. 重量 

約 1.75 Kg (本体のみ、ﾛｰﾙ紙なし) 

 

3.2. 操作部仕様 

3.2.1. ｽｲｯﾁ 

・FEED   ：用紙の紙送りをする｡ 

・POWER  ：本体の電源をON/OFFする｡ 

3.2.2. LED 

・POWER ： 緑 

・ERROR ： 2色（赤、ｵﾚﾝｼﾞ） 

3.3. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

I/Fｶｰﾄﾞ方式 

・ﾊﾟﾗﾚﾙ  ：ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ36ﾋﾟﾝ 

  ：IEEE1284準拠(Compatibilityﾓｰﾄﾞ､Nibbleﾓｰﾄﾞ) 

・ｼﾘｱﾙRS-232C ：D-SUB25ﾋﾟﾝ /D-SUB9ﾋﾟﾝ 

・USB  ：Bﾀｲﾌﾟ 

・ﾈｯﾄﾜｰｸ  ：RJ-45 

3.4. DIPｽｲｯﾁ 

本体下部より変更可能(ﾒｲﾝﾎﾞｰﾄﾞ) 

 



                                                                                  Rev 1.32 

                                                                                                                                             

TSP700II ｼﾘｰｽﾞ製品仕様書                         4-1 

 

4. 環境性仕様 

4.1. 温度､湿度 

（1） 動作時 

・温度  ： 5℃～45℃ 

・湿度  ： 10%RH~90%RH(非結露) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）  保存時(ﾛｰﾙ紙を除く) 

・温度  ： -20℃～60℃ 

・湿度  ： 10%RH～90%RH(非結露) 

※但し､高温高湿については40℃90%RH(非結露)の組み合わせを最悪値とする｡ 

 

 

環 境 温 度  [ ℃ ]  

1 0  

[ %RH ]  

相 対 湿 度  

3 4℃  9 0 %RH  

 

0        10       20       30       40        50 

4 0℃  6 5 %RH  

 

4 5℃  5 0 %RH  

 

動作環境範囲 

2 0  

4 0  

8 0  

6 0  

9 0  
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4.2. 静電許容度(ESD) ： 引用規格EN61000-4-2 

     

         試験仕様 

Level 電圧 

接触放電 

  

 

   Level 2  

 

   ±4kV 

気中放電 

     

 

   Level 3 

 

   ±8kV 

 

<注記> 

 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源PS60A-24A、PS60A-24Bを使用 

 

4.3. ACﾗｲﾝﾉｲｽﾞ許容度 

      試験仕様 

L-GRP,N-GRP間       ±1.0kV 

    PE-GRP間       ±0.5ｋV 

 

<注記> 

 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源PS60-24A、PS60A-24Bを使用 

 

4.4. 振動･落下衝撃 

（1） 振動試験(梱包時) 

 ・振動方向      ：XYZ 

 ・振動周波数 ：7Hz～100Hz 

 ・ｽｲｰﾌﾟ時間 ：対数掃引  往復15分 

 ・振動加速度 ：1.5G 一定 

 ・印加時間      ：1時間(計3時間) 

 ・梱包状態      ：最小梱包状態 

加振後､外観･内部の目視および動作上の問題がないこと｡ 

（2） 落下衝撃試験(梱包時) 

 ・落下高さ ：80cm 

 ・落下方向 ：1角 3稜 6面 

 ・落下回数 ：各1回(計10回) 

 ・梱包状態 ：最小梱包状態 

落下後､外観･内部の目視および動作上の問題がないこと｡ 

 

（3） 衝撃試験(非梱包時) 

 ・落下高さ ：5cm   

 ・落下方向 ：4辺､片支持 

 ・落下回数 ：各1回 

非動作時において落下後､外観･内部の目視および動作上の問題がないこと｡ 

 

4.5. 騒音 

測定規格:ANSI 1.29にて 

動作時 約55dB 

       

4.6. 塵埃 

一般事務所程度で､動作に支障をきたさないこと｡ 
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5. 安全性 

5.1. 規格 

 

国 一般呼称 指令・規格 

国際 CB IEC 60950-1 (Safety) 

アメリカ 
UL UL 60950-1 (Safety) 

FCC FCC 47 CFR Part15 Subpart B (EMI, Class A) 

カナダ 
c-UL CSA C22.2 No.60950-1 (Safety) 

ICES ICES-003 (EMI, ClassA) 

欧州 CE 

2004/108/EC (EMC指令, EMI, ClassB) 

2006/95/EC (LV指令) 

2011/65/EU (RoHS指令) 

2012/19/EC (WEEE指令) 

94/62/EC (包装及び包装廃棄物指令) 

(EC)No 1907/2006  (REACH) 

ドイツ TUV EN60950-1 

中国 CCC 

GB 4943.1 (Safety)  

GB 9254 (EMI, ClassB) 

GB 17625.1 (高調波) 

電子情報製品汚染制御管理弁法 (中国RoHS) 

メキシコ NOM NOM-019-SCFI（Safety） 

オーストラリア/ 

ニュージーランド 
RCM AS/NZS CISPR22 (EMI, ClassB) 

日本 VCCI VCCI (EMI, ClassA) 

インド  B IS  IS13252（Par t1）  （Safe ty）  

 

 

<注記> 

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源PS60A-24A,PS60A-24Bを使用 

 

 

ｴﾅｼﾞｰｽﾀｰ  

    ・日本   国際ｴﾅｼﾞｰｽﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

    ・米国   米国ｴﾅｼﾞｰｽﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

    ・欧州   欧州ｴﾅｼﾞｰｽﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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6. 外観図 
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1 )  

    

 

 
2 )  

 

    

 

 
                                   ﾛｰﾙ紙 方 向  

3 )  

    

 

  

 

7. ﾛｰﾙ紙のｾｯﾄ方法 

1） ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝﾚﾊﾞｰを手前に引き､ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを開ける｡ 

2） ﾛｰﾙ紙をｾｯﾄし､紙端を手前に引き出す｡ 

<注記> 

紙端を手前に引き出す際､ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰを必要とする用紙仕様においては紙をﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰの下側に通さないこと｡ 

3） ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰ両ｻｲﾄﾞを押してﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを閉める｡ 

<ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを閉める際の注意事項> 

・左右一方の片閉めにならないよう注意すること｡ 

・ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを閉める際､ｶﾊﾞｰを叩くなどの乱暴な閉め方は絶対に行わないこと｡ 
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8. 添付部品 

①感熱ﾛｰﾙ紙 

 ﾃｽﾄ印字を行うための感熱ﾛｰﾙ紙 

 

②ｽｲｯﾁ目隠し 

電源ｽｲｯﾁのいたずら防止等のための保護ｶﾊﾞｰ 

※取り付け方法については下図参照 

 

 

        
 

 

 

③壁掛けｼｬｰｼ、取り付け用ﾈｼﾞ 

壁掛けにて使用する場合のｼｬｰｼ 

※取り付け方法については下図参照 
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④縦置き、壁掛け設置用部品（ｼｬﾌﾄ、ﾛｰﾙｽﾄｯﾊﾟ） 

・縦置きまたは壁掛け設置する場合は必ず本部品を取り付けること 

・本部品を取り付けない場合は紙送り不良等の機能障害が発生する可能性があるため注意のこと 

・ﾛｰﾙｽﾄｯﾊﾟは「紙幅82.5mm、79.5mm」の場合と「紙幅57.5mm」の場合では貼り付け位置が異なるので注意のこと 

※取り付け方法については下図参照 

1) ｼｬﾌﾄ・・・圧入固定 

 

        

2) ﾛｰﾙｽﾄｯﾊﾟ・・・両面ﾃｰﾌﾟ接着 

 

          
        a) 82.5または79.5mm幅の場合    b) 57.5mm幅の場合 

 

 

⑤ｹｰﾌﾞﾙｶﾊﾞｰ 

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽｺﾈｸﾀ、電源ｺﾈｸﾀ、ｷｬｯｼｭﾄﾞﾛｱｺﾈｸﾀのいたずら防止、および配線部の目隠しのためのｶﾊﾞｰ 

 

※取り付け方法については下図参照 

 

            

左 右 共 に確 実 に

固 定 される位 置

まで押 し込 むこと  
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9. ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

9.1. 定期ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

定期的に以下のﾒﾝﾃﾅﾝｽを行うこと｡ 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽは、電源OFFの状態で行うこと。 

・感熱紙の場合：時期：6ヶ月または100万行印字後 

・ﾗﾍﾞﾙ紙の場合：時期：1ヶ月、または20万行印字毎 

(ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ) 

・綿棒にｱﾙｺｰﾙ溶剤(ｴﾀﾉｰﾙ､ﾒﾀﾉｰﾙ､ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ)をつけて､ﾍｯﾄﾞの発熱体部分の汚れを除去すること｡ 

・綿棒の代わりに柔らかい布を使用しても良い。 

・ﾗﾍﾞﾙ紙を使用した場合は糊が付着するため、糊を除去すること。 

(ﾌﾟﾗﾃﾝ) 

･乾いた柔らかい布でﾌﾟﾗﾃﾝを軽くこするようにして拭き､表面の付着物を除去すること｡ 

  ・ﾌﾟﾗﾃﾝを回して全面に対して除去すること。 

(各検出器物､及びその近辺) 

･各検出器(主に反射型ｾﾝｻｰ)に付着したｺﾞﾐ､ﾎｺﾘ、紙粉、糊等を除去すること｡ 

(用紙収納部､及びその近辺) 

･用紙収納部に付着したｺﾞﾐ､ﾎｺﾘ､紙粉、糊等を除去すること｡ 

 

<注記> 

1)印字動作直後はｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞが高温になっている場合があるので､ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞのｸﾘｰﾆﾝｸﾞは行わないこと｡ 

2)ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞのｸﾘｰﾆﾝｸﾞの際､静電気によるﾍｯﾄﾞの破壊等のﾄﾗﾌﾞﾙの危険性があるので注意すること｡ 

3)電源はｱﾙｺｰﾙが完全に乾いた後で投入すること｡ 

4)特にﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ紙を使用する場合には、ﾍｯﾄﾞ、ﾌﾟﾗﾃﾝ、用紙ｶﾞｲﾄﾞ部に糊が付着するため、これらの清掃を行わない 

  と用紙搬送不良や印字不良を発生する可能性があります。 

定期ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時期に囚われず、常に糊の清掃を行うことを推奨します。 

 

9.2. 記録紙ｼﾞｬﾑ時の対応 

1)用紙ｼﾞｬﾑが発生した場合には、ｶﾊﾞｰをｵｰﾌﾟﾝ状態にしてから、ｼﾞｬﾑした紙の除去を行うこと。 

2)部品の破損を避けるため、上ｶﾊﾞｰをｵｰﾌﾟﾝ状態にしないで、ｼﾞｬﾑした記録紙を無理に引き抜くことは行わないこと。 

3)ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ紙でﾌﾟﾘﾝﾀを運用する場合には、用紙ｼﾞｬﾑにより各部へﾗﾍﾞﾙの糊が付着する場合があるため、 

その場合には必ず付着した糊の清掃（除去）を行うこと。 
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10. その他の注意事項 

10 .1 .  警 告 ｼﾝﾎﾞﾙ  

 

1 )   このｼﾝﾎﾞﾙのﾗﾍﾞﾙは、ｻｰﾏﾙ印 字 ﾍｯﾄﾞとｶｯﾀﾕﾆｯﾄの近 くに貼 られている。  

 印 刷 直 後 は、ｻｰﾏﾙ印 字 ﾍｯﾄﾞが高 温 になっているので、ｻｰﾏﾙ印 字 ﾍｯﾄﾞには絶 対

 手 を触 れないこと。また静 電 気 の発 生 により、ｻｰﾏﾙ印 字 ﾍｯﾄﾞ中 のﾃﾞﾊ ﾞｲｽが破 壊 さ

 れる恐 れがあるので、ｻｰﾏﾙ印 字 ﾍｯﾄﾞには絶 対 に手 を触 れないこと。  

 更 に指 など怪 我 をする恐 れがあるので、ｶｯﾀの刃 には絶 対 に手 を触 れないこと。  

2 )   このｼﾝﾎﾞﾙのﾗﾍﾞﾙは、外 部 機 器 駆 動 用 ｺﾈｸﾀの近 くに貼 られている。  

 電 話 線 には接 続 しないこと。  

 

10 .2 .  安 全 性 に関 わる注 意 事 項  

 

1 )  ﾌﾟﾘﾝﾀの構 成 部 品 のｴｯｼ ﾞ部 （特 にｶｯﾀｰの刃 ）については、扱 い方 によってけがをする恐 れがある

ので、取 り扱 いには十 分 注 意 すること。  

2 )  用 紙 排 出 口 の中 にはｶｯﾀｰがあるので、ﾌﾟﾘﾝﾀ動 作 中 は勿 論 のこと、非 動 作 時 においても絶 対 に

手 を入 れないこと。  

3 )  ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを空 けた状 態 で、ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを持 っての持 ち運 びは絶 対 に行 わないこと。  

4 )  使 用 中 に、異 常 動 作 、異 臭 、異 音 、発 火 、及 び発 煙 があった場 合 は直 ちに電 源 ｺｰﾄﾞ等 のｹｰﾌﾞﾙ

類 を抜 くこと。  

5 )  接 続 された「USBｹｰﾌﾞﾙ、電 源 ｺｰﾄﾞ、ｷｬｯｼｭﾄ ﾞﾛｱｹｰﾌﾞﾙ」を無 理 矢 理 引 っ張 ることは絶 対 に行 わ

ないこと｡特 にｺﾈｸﾀを取 り外 す時 は、必 ずｺﾈｸﾀ部 分 を持 って取 り外 し、ﾌﾟﾘﾝﾀ側 のｺﾈｸﾀに過 度 の

ｽﾄﾚｽが掛 からないよう注 意 のこと。  

6 )  ﾌﾟﾘﾝﾀの分 解 、改 造 は行 わないこと。  

7 )  水 等 の液 体 がﾌﾟﾘﾝﾀの内 部 へ侵 入 もしくは、底 面 部 が浸 水 した状 態 が確 認 された場 合 は、ただち

に電 源 ｺｰﾄﾞ等 のｹｰﾌﾞﾙ類 を抜 くこと。  

8 )  手 が濡 れた状 態 で製 品 を取 り扱 うことは事 故 や故 障 の原 因 になるため、必 ず手 が乾 いた状 態 で

製 品 を取 り扱 うこと。  

 

10 .3 .  取 り扱 い上 、及 び品 質 に関 わる注 意 事 項  

 

1 )  印字中の紙詰まりを予防するため、以下の事項に注意すること。 

 ・ 排出中およびｶｯﾄ終了前に用紙に触らないこと。 

 ・ 排出中に用紙を手で押えたり、引っ張ったりしないこと。 

 ・ 印字が始まる前には、排出口に残った排出用紙を取り除くこと。 

 ・ 複写ﾓｰﾄﾞなど連続印字にて使用する場合は、ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝを13mmに設定することを推奨する。 

2 )  印 字中にﾌﾟﾘﾝﾀがﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀからのﾃﾞｰﾀ待ち状態等による印字および紙送りが一時的に中断される間欠印字の

場合、印字開始の1～3ドットライン間で紙送りが乱れる場合があるので､特にｸﾞﾗﾌｨｯｸ等の印字の場合は注意する

こと。 

3 )  印字中 及 びｶｯﾀｰ動 作 中 は、絶 対 にﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを開 けないこと。  

また、ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを手で閉じた状態での､ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝﾚﾊﾞｰの操作は絶対に行なわないこと｡ 

4 )  ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを閉 じた状 態 での用 紙 の引 き抜 きは行 わないこと。  

5 )  ｻｰﾏﾙﾍｯﾄ ﾞの発 熱 体 およびﾄﾞﾗｲﾊﾞ ICの部 分 は破 損 しやすいため、金 属 やｻﾝﾄﾞﾍ ﾟｰﾊ ﾟｰ等 を接 触 さ

せないこと。  

6 )  ﾍｯﾄ ﾞの発 熱 体 部 分 を手 で触 れると､汚 れが原 因 での印 字 品 質 低 下 となる場 合 があるので､印 字

中 及 び印 字 後 はﾍｯﾄﾞの発 熱 体 部 分 には手 を触 れないこと｡  

7 )  推 奨 記 録 紙 以 外 を使 用 すると、印 字 品 質 やｻｰﾏﾙﾍｯﾄ ﾞの寿 命 を保 証 できない場 合 がある。特 に

記 録 紙 の成 分 に [NA+、K+、CL-]が含 まれると、ｻｰﾏﾙﾍｯﾄ ﾞの寿 命 が著 しく低 下 する場 合 があるの

で注 意 すること。  
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8 )  結 露 等 によりﾍｯﾄﾞ表 面 に水 分 が付 着 した状 態 での印 字 は行 わないこと。  

 

9 )  用 紙 排 出 口 を塞 がないこと。  

10 )  印 刷 された感 熱 紙 は帯 電 する場 合 があり､特 に設 置 が縦 置 きの場 合 は､ｶｯﾄされた用 紙 がﾌﾟﾘﾝﾀ

本 体 に付 着 することで落 下 しないことがある｡  

自由落下させた紙をｽﾀｯｶｰ等にて貯めるような使用方法ではﾄﾗﾌﾞﾙになる可能性があるので注意すること｡ 

ﾌﾟﾘﾝﾀの動作で発生する静電気でﾌﾟﾘﾝﾀ本体が故障することはない｡ 

11 )  使 用 途 中 で用 紙 幅 の変 更 は､絶 対 に行 わないこと｡  

ｻｰﾏﾙﾍｯﾄ ﾞ ､ﾌ ﾟﾗﾃﾝ､ｶｯﾀｰの磨 耗 状 態 が用 紙 幅 により異 なる為 ､印 字 ､ｶｯﾄ動 作 にて､不 具 合 が発

生 する可 能 性 がある｡  

12 )  本 ﾌﾟﾘﾝﾀは一 部 ﾒｯｷ鋼 板 を使 用 しているため、破 断 面 に錆 が発 生 する場 合 があるが、ﾌﾟﾘﾝﾀの機

能 に障 害 を来 たすことはない。  

13 )  ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙをﾌﾟﾘﾝﾀへ接 続 する場 合 ､または取 り外 す場 合 は､ﾌﾟﾘﾝﾀ本 体 の電 源 をOFFにす

るだけではなく､必 ずACｱﾀ ﾞﾌ ﾟﾀ (ﾌ ﾟﾘﾝﾀの電 源 )のｺﾈｸﾀをﾌﾟﾘﾝﾀ本 体 より外 すこと｡  

14 )  ACｱﾀ ﾞﾌ ﾟﾀの日 本 国 内 向 けは2端 子 のACｺｰﾄ ﾞ (FGｹｰﾌﾞﾙ付 き )なので､FG端 子 を必 ずｺﾝｾﾝﾄのFG

に接 続 すること｡  

15 )  ﾌﾟﾘﾝﾀの設 置 については必 ず水 平 な面 に設 置 すること｡  

左 右 方 向 および前 後 方 向 共 に角 度 の付 いた場 所 に設 置 すると、用 紙 搬 送 不 良 およびﾆﾔｴﾝﾄﾞ検

出 不 良 等 の不 具 合 が発 生 する可 能 性 がある。  

16 )  電 源 はLPS電 源 を使 用 すること。  
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11. 基板基本仕様 

(1)CPU 

･R5F64656FTV (RENESAS) 通称H8SX/1656 

 ｸﾛｯｸ 16MHz 

 内蔵FlashROM 512KByte 

内蔵RAM 24KByte 

(2)G/A 

･uPD65943GC-F36-YEB-A（NEC） 

(3)ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｰ 

CHﾓﾃﾞﾙ：32MBit×1（1MByte×32bit）：ﾌｫﾝﾄ（ｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄ、ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄ）、ﾃﾞｰﾀ（ﾛｺﾞなど）、各種設定、など 

その他ﾓﾃﾞﾙ：16MBit×1（1MByte×16bit）：ﾌｫﾝﾄ（ｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄ、ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄ）、ﾃﾞｰﾀ（ﾛｺﾞなど）、各種設定、など 

(4)SRAM 

･2MBit×1（256KByte×8bit）＋2MBit×1（256KByte×8Bit） 

(5)ﾒｶﾆｽﾞﾑ駆動回路 

･ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ駆動回路 

･PFﾓｰﾀ駆動回路(ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀ) 

･ｵｰﾄｶｯﾀｰ駆動回路(DCﾓｰﾀ正逆回転) 

(6)ｾﾝｻ回路 

･紙無しｾﾝｻ回路(反射型ﾌｫﾄｾﾝｻ) 

･ﾆｱｴﾝﾄﾞｾﾝｻ回路(反射型ﾌｫﾄｾﾝｻ×2) 

･ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝｾﾝｻ回路(透過型ﾌｫﾄｾﾝｻ×2) 

・ ﾍｯﾄﾞ温度ｾﾝｻ回路(ｻｰﾐｽﾀ) 

・ 電圧検出回路 

(7)ﾌﾞｻﾞｰ 

･無し 

(8)電源回路 

･DC-DCｺﾝﾊﾞｰﾀ(24V→5V作成) 

・電源ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ（5V→3.3V生成） 

(9)ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ 

・ 10極 

・ 4極 

(10)ﾄﾞﾛﾜ回路 

・ ﾄﾞﾗｲﾌﾞ回路:2回路 

・ ｾﾝｻ入力 :1回路 

(11)ﾊﾟﾗﾚﾙ I/Fｶｰﾄﾞ 

･ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ36ﾋﾟﾝ 

(12)RS-232C I/Fｶｰﾄﾞ 

･D-SUB25ﾋﾟﾝ/D-SUB9ﾋﾟﾝ(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

･ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ 8極 

(13)USB I/Fｶｰﾄﾞ 

･Bﾀｲﾌﾟ 

(14)ﾈｯﾄﾜ-ｸI/Fｶｰﾄﾞ(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

･RJ-45 
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12. 電源仕様 

12.1. 電源仕様 

･ 動作電圧 DC24V±10% (ｵﾌﾟｼｮﾝ電源:PS60A-24A,PS60A-24B) 

･ 消費電流(at DC24V､常温) 

   待機時 ：約 0.15A 

   ASCII連続印字時 ：平均約1.8A    （低消費ﾓｰﾄﾞ  平均約1.2Ａ） 

   (印字率 約17.5%) 

   100%ﾃﾞｭｰﾃｨ連続印字時 ：ﾋﾟｰｸ約11.9A  （低消費ﾓｰﾄﾞ  ﾋﾟｰｸ約 7.2Ａ） 

   (ﾍﾞﾀ印字)  ：平均約5.0A   （低消費ﾓｰﾄﾞ  平均約 3.1Ａ） 

   (連続ﾍﾞﾀ印字は10秒以内とすること) 

･ 定格表示（安全認証適用銘板）         

 定格：24Ｖｄｃ. 2.0Ａ 

 

12.2. 電源ｺﾈｸﾀ 

  ･ 電源ｺﾈｸﾀﾋﾟﾝ配列 

ﾋﾟﾝ番号 機 能 

1 +24V 

2 GND 

3 N.C 

Shell ﾌﾚｰﾑ GND 

   

 

 

 

 

   ･ 型番      ： TCS7960(ﾎｼﾃﾞﾝ)相当品 

   ･ 相手側    ： TCP8927(ﾎｼﾃﾞﾝ)相当品 

 

12.3. 注記 

<ﾕｰｻﾞｰ側で電源を用意する場合> 

ﾌﾟﾘﾝﾀの電 源 として､ｵﾌﾟｼｮﾝ電 源 ﾕﾆｯﾄ (PS60A-24A ,PS60A-24B)を使 用 せずにﾕｰｻﾞｰ側 で用 意 する場

合 は下 記 の点 に注 意 すること｡  

・供給電源としては､DC24V±10%  2.0A以上のものを使用すること｡ 

・実使用の印字率に対応した電流容量のものを選定すること｡ 

・LPS電源であること。 

・ﾌﾟﾘﾝﾀを設置する場所のﾉｲｽﾞ環境を考慮し､使用者側で静電気許容度､ACﾗｲﾝﾉｲｽﾞ許容度 

     を満たすよう電源対策を行うこと｡ 

    ※ ACﾗｲﾝﾉｲｽﾞ許容度補足 

       ACﾗｲﾝﾉｲｽﾞ試験は下記条件にて実施すること｡ 

            ･ﾉｲｽﾞﾊﾟﾙｽ幅   ： 100ns 

            ･ﾉｲｽﾞ形     ： 方形波(電源同期) 

            ･ﾉｲｽﾞﾊﾟﾙｽ注入角度 ： 90ﾟ(+) および 270ﾟ(-) 

 

電 源 ｺﾈｸﾀ  
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13. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

13.1. 概要 

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽは､ﾊﾟﾗﾚﾙ(IFBD-HC03)､ｼﾘｱﾙRS-232C(IFBD-HD03)､USB(IFBD-HU05)､Ethernet(IFBD-HE07)、Bluetoothがあ

り、Bluetoothを除く４種類はｲﾝﾀｰﾌｪｲｽPCBの交換により変更できる｡ 

変更は電源OFF状態で行うこと｡ 

Bluetoothｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ単体は存在しないため、交換はできない。 

 

13.2. ﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ36ﾋﾟﾝ) 

13.2.1. 仕様 

規格  ： IEEE1284準拠 

ﾓｰﾄﾞ  ： Compatibilityﾓｰﾄﾞ､Nibbleﾓｰﾄﾞ 

ﾓｰﾄﾞ設定  ： DIPｽｲｯﾁ設定による 

 

 

13.2.2. ｺﾈｸﾀ(Compatibilityﾓｰﾄﾞ) 

ﾋﾟﾝ番号 Compatibilityﾓｰﾄﾞ信号名 Nibbleﾓｰﾄﾞ信号名 

1 

2-9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19-30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

nStrobe 

Data0-7 

nAck 

Busy 

PError 

Select 

- 

- 

Signal GND 

Frame GND 

+5V 

Twisted Pair Return 

nInit 

nFault 

External GND 

Compulsion Status 

- 

nSelectIn 

HostClk 

Data0-7 

PtrClk 

PtrBusy/Data3,7 

AckDataReq/Data2,6 

Xflag/Data1,5 

HostBusy 

- 

Signal GND 

Frame GND 

+5V 

Twisted Pair Return 

nInit 

nDataAvail/Data0,4 

- 

- 

- 

1284Active 
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13.2.3. ﾀｲﾐﾝｸﾞ(Compatibilityﾓｰﾄﾞ) 

 

 

13.2.4. ﾀｲﾐﾝｸﾞ(Nibbleﾓｰﾄﾞ) 

IEEE1284規格準拠 

  

 

13.2.5. ｽﾃｰﾀｽ(Nibbleﾓｰﾄﾞ) 

STARﾓｰﾄﾞ 

  ・Star Lineｺﾏﾝﾄﾞ仕様書参照。 

ESC/POSﾓｰﾄﾞ 

  ･ESC/POSｺﾏﾝﾄﾞ仕様書を参照。 

 

                     T    T    T     T= 0.5us以上 

 

 nStrobe 

 

 Data 0-7 

                                                        約1us 

 nAck 

 

 Busy 
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13.3. ｼﾘｱﾙRS-232Cｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(D-SUB25ﾋﾟﾝ /D-SUB9ﾋﾟﾝ) 

13.3.1. 仕様 

規格  ： RS-232C 

転送形式  ： 調歩同期式 

転送ﾚｰﾄ  ： 4800、9600、19200、38400 bps (DIPSW設定) 

ﾃﾞｰﾀ長  ： 7又は8ﾋﾞｯﾄ (DIPSW設定) 

ﾊﾟﾘﾃｨ  ： ﾊﾟﾘﾃｨ有り又は無し (DIPSW設定) 

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ  ： 奇数又は偶数 (DIPSW設定) 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ  ： 1ﾋﾞｯﾄ(固定) 

信号極性  ： ﾏｰｸ =論理｢1｣ (-3V～-15V) 

   ： ｽﾍﾟｰｽ =論理｢0｣ (+3V～+15V) 

 

 

13.3.2. ｺﾈｸﾀ 

ﾋﾟﾝNo 

25ﾋﾟﾝ 

ﾋﾟﾝNo 

9ﾋﾟﾝ 

信号名 方向 機    能 

1 - FG - ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

2 3 TXD OUT 送信ﾃﾞｰﾀ ※1 

3 2 RXD IN 受信ﾃﾞｰﾀ 

4 7 RTS OUT DTRと同じ 

5 - N.C - 未使用 

6 6 DSR IN ①ｽﾀｰﾓｰﾄﾞ 

未使用 

 

②ESC/POSﾓｰﾄﾞ 

 1)DIPSW1-7(I/Fｶｰﾄﾞ上)=OFFの場合 

  a)DTR/DSRﾓｰﾄﾞ 

   ﾎｽﾄが受信可能であるかどうかを示す｡ 

   この信号線の状態を確認してﾃﾞｰﾀを送信する｡  

   (但し<DEL><EOT>､<GS>aによるﾃﾞｰﾀ送信は除く) 

  SPACE ： ﾎｽﾄ受信可能 

  MARK  ： ﾎｽﾄ受信不可能 

  b)XON/XOFF通信ﾓｰﾄﾞ 

   この信号線の状態は確認しない｡ 

 2)DIPSW1-7(I/Fｶｰﾄﾞ上)=ONの場合 

  外部ﾘｾｯﾄ信号となる｡ 

  ﾊﾟﾙｽ幅1ms以上のﾏｰｸ状態でﾘｾｯﾄがかかる｡ 

- 8 CTS IN DSRに同じ 

7 5 SG - ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

8-19 1 N.C - 未使用 
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ﾋﾟﾝNo 

25ﾋﾟﾝ 

ﾋﾟﾝNo 

9ﾋﾟﾝ 

信号名 方向 機    能 

20 4 DTR OUT ①ｽﾀｰﾓｰﾄﾞ 

 a)DTRﾓｰﾄﾞの場合 

  ﾌﾟﾘﾝﾀが受信可能であるかを示す。 

    SPACE：ﾌﾟﾘﾝﾀ受信可能 

    MARK ：ﾌﾟﾘﾝﾀ受信不可能 

 b)XON/XOFFﾓｰﾄﾞの場合 

  以下の場合を除き常にSPACE 

    1. ﾘｾｯﾄ後､通信可能となるまでの間 

    2. ﾃｽﾄ印字中 

 

②ESC/POSﾓｰﾄﾞ 

 a)DTR/DSRﾓｰﾄﾞの場合 

  ﾌﾟﾘﾝﾀが受信可能であるかを示す。 

    SPACE：ﾌﾟﾘﾝﾀ受信可能 

    MARK ：ﾌﾟﾘﾝﾀ受信不可能(BUSY) 

    ﾒｲﾝﾎﾞｰﾄﾞDIPSW1の設定により受信可能となる条件が変わる｡ 

ﾌﾟﾘﾝﾀの状態 DIPSW1-6 

OFF ON 

1.電源投入､又はI/Fﾘｾｯﾄによる 

ﾘｾｯﾄから通信可能となるまでの間 

BUSY BUSY 

2.ﾃｽﾄ印字実行中 BUSY BUSY 

3.ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ時 --- BUSY 

4.紙送りSWによる紙送り中 --- BUSY 

5.紙無しによる停止中 --- BUSY 

6.ﾏｸﾛ実行時のSW入力待ちの間 --- BUSY 

7.その他ｴﾗｰ発生の時 --- BUSY 

8.受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙの時 BUSY BUSY 

 b)XON/XOFFﾓｰﾄﾞの場合 

  以下の場合を除き常にSPACEとなる｡ 

   1. ﾘｾｯﾄ後､通信可能となるまでの時間 

   2. ﾃｽﾄ印字中 

21-24 - N.C  未使用 

25 - /INIT IN 1)DIPSW1-8(I/Fｶｰﾄﾞ上)=OFFの場合 

   この信号の状態は確認しない｡ 

2)DIPSW1-8(I/Fｶｰﾄﾞ上)=ONの場合 

   外部ﾘｾｯﾄ信号となる｡ 

   ﾊﾟﾙｽ幅1ms以上のｽﾍﾟｰｽ状態でﾘｾｯﾄがかかる｡ 

※1 電源投入直後から数ﾐﾘ秒間はTXD出力ﾚﾍﾞﾙが不安定であるため、ﾎｽﾄ側がﾉｲｽﾞﾃﾞｰﾀを受信する可能性がある。その

ため、電源投入時の送信ﾃﾞｰﾀはﾎｽﾄ側においてｴﾗｰﾃﾞｰﾀとして処理すること。 
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13.3.3. ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

 

1) DTRﾓｰﾄﾞ動作概要 

このﾓｰﾄﾞはDIPSW1-3がONの時に設定される(工場出荷設定)｡ 

DTR信号でﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸを取りながら通信を行うﾓｰﾄﾞである｡ﾌﾟﾘﾝﾀのﾃﾞｰﾀ受信動作においては､DTR信号をBUSY信号に見

立てて制御を行い､"ｽﾍﾟｰｽ" はﾌﾟﾘﾝﾀがﾃﾞｰﾀを受け取れることを示し､逆に "ﾏｰｸ" はﾃﾞｰﾀを受け取れないことを示す｡ 

 

 

電源ON後ﾌﾟﾘﾝﾀにｴﾗｰが無い場合､DTR信号ﾗｲﾝを "ｽﾍﾟｰｽ" にする｡ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀはDTR信号ﾗｲﾝが "ｽﾍﾟｰｽ" である

ことを確認後､RXD信号ﾗｲﾝにﾃﾞｰﾀﾃｷｽﾄを送信する｡ﾌﾟﾘﾝﾀはﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧの空きｴﾘｱが256ﾊﾞｲﾄ以下になるとDTR信号ﾗｲﾝ

を "ﾏｰｸ" にする｡  ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀは､DTR信号ﾗｲﾝが "ﾏｰｸ" であることを確認後､ﾃﾞｰﾀﾃｷｽﾄの送信を停止するが､ﾌﾟﾘ

ﾝﾀはこの時点でも､ﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧに空きｴﾘｱのある分だけ､ﾃﾞｰﾀの受信が可能｡もしDTR信号を無視してﾃﾞｰﾀを送信すれ

ば､空きｴﾘｱを超えた分のﾃﾞｰﾀを受け捨てる｡ﾌﾟﾘﾝﾀは､印字によりﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧの空きｴﾘｱが増大し､ﾊﾞｯﾌｧ内のﾃﾞｰﾀが256

ﾊﾞｲﾄ以下になるとDTR信号ﾗｲﾝを "ｽﾍﾟｰｽ" にする｡ 

 

2) DTRﾓｰﾄﾞにおけるﾓｰﾄﾞにおけるﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ/ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ解除 

 

  ﾊﾞｯﾌｧ  Full  Near Full          Near Empty    Empty 

   空きｴﾘｱ256ﾊﾞｲﾄ               受信ﾃﾞｰﾀ256ﾊﾞｲﾄ 

 

        DTR "ﾏｰｸ"       DTR "ｽﾍﾟｰｽ" 

 

空きｴﾘｱが256ﾊﾞｲﾄ以下になった時DTRをﾏｰｸにする｡ 

ﾊﾞｯﾌｧ内のﾃﾞｰﾀが256ﾊﾞｲﾄ以下になった時DTRをｽﾍﾟｰｽにする｡ 
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3) XON/XOFFﾓｰﾄﾞ動作概要 

このﾓｰﾄﾞは､DIPSW1-3がOFFの時に設定される｡受信可能の時にXON(DC1)､受信不可能の時にXOFF(DC3)ﾃﾞｰﾀをTXD

信号よりﾎｽﾄに対して知らせるﾓｰﾄﾞである｡ 

ｵﾌﾗｲﾝ(ﾌﾟﾘﾝﾀBUSY)→ｵﾝﾗｲﾝ(ﾌﾟﾘﾝﾀREADY)の変化時にXONが1ﾊﾞｲﾄだけ出力され､ｵﾝﾗｲﾝ(ﾌﾟﾘﾝﾀREADY)→ｵﾌﾗｲﾝ(ﾌﾟﾘﾝ

ﾀBUSY)への変化時にXOFFが1ﾊﾞｲﾄだけ出力されるように機能する｡ 

 

 

 

電源ON後ﾌﾟﾘﾝﾀにｴﾗｰがない場合､TXD信号ﾗｲﾝよりXON(ｺﾝﾄﾛｰﾙｺｰﾄﾞ名でDC1､16進のﾃﾞｰﾀで11H)を出力する｡ﾎｽﾄｺﾝ

ﾋﾟｭｰﾀはXONを受け取った後､RXD信号ﾗｲﾝにﾃﾞｰﾀﾃｷｽﾄを送信する｡XOFF(DC3,13H)は､ﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧの空きｴﾘｱが256ﾊﾞｲ

ﾄ以下になると出力される｡ 

XOFFを受け取ったﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀは､ﾃﾞｰﾀﾃｷｽﾄの送信を停止するが､ﾌﾟﾘﾝﾀはこの時点でもﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧに空きｴﾘｱのある

分だけﾃﾞｰﾀの受信が可能｡もし空きｴﾘｱを超えた分のﾃﾞｰﾀが送られた場合は､ﾃﾞｰﾀを受け捨てる｡印字によりﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧ

の空きｴﾘｱが増大し､ﾊﾞｯﾌｧ内のﾃﾞｰﾀが256ﾊﾞｲﾄ以下になるとXONが出力される｡ 

 

4) XON/XOFF ﾓｰﾄﾞにおけるﾓｰﾄﾞにおけるﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ/ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ解除 

 

      ﾊﾞｯﾌｧ   Full           Near Full           Near Empty    Empty 

                   空きｴﾘｱ256ﾊﾞｲﾄ             受信ﾃﾞｰﾀ256ﾊﾞｲﾄ 

 

                       XOFF 出力       XON 出力 

 

ﾌﾟﾟﾘﾝﾀ設定条件 

 

動作説明 

MSWB-4=0の時 空きｴﾘｱが256ﾊﾞｲﾄ以下になった時､XOFFを1ﾊﾞｲﾄだけ出力する｡ 

ﾊﾞｯﾌｧ内のﾃﾞｰﾀが256ﾊﾞｲﾄ以下になった時､XONを1ﾊﾞｲﾄだけ出力する｡ 

MSWB-4=1の時 空きｴﾘｱが256ﾊﾞｲﾄ以下になった時､ﾃﾞｰﾀを1ﾊﾞｲﾄ受信するごとにXOFFを出力｡ 

ﾊﾞｯﾌｧ内のﾃﾞｰﾀが256ﾊﾞｲﾄ以下になった時､XONを出力する｡ 
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13.4. USBｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

13.4.1. 仕様 

USB 2.0(Full Spped)準拠｡ 

仕様については､｢製品仕様書 IFBD-HU05｣を参照のこと｡ 

13.4.2. ｺﾈｸﾀ 

USB Type B 

 

 

 

13.5. Ethernetｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

13.5.1. 仕様 

IEEE802.3(100BASE-TX/10BASE-T)準拠｡ 

仕様については､｢製品仕様書 IFBD-HE07/08,-BE07｣を参照のこと｡ 

WebPRNT対応については、「製品仕様書 IFBD-HE07/08,-BE07」を参照のこと。 

 

 

13.5.2. ｺﾈｸﾀ 

RJ45 (100BASE-TX/10BASE-T)IEEE802.3 準拠 

 

 

 

13.6. Bluetoothｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

13.6.1. 仕様 

F/W Version 5.0以降が対応。 

仕様については、｢製品仕様書 IFBD-HB03/04｣または｢製品仕様書 IFBD-HB05/06,-BB05｣を参照のこと。 
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13.7. 外部機器駆動回路 

本ﾌﾟﾘﾝﾀには外部機器（例えば外付けﾌﾞｻﾞｰ（ｵﾌﾟｼｮﾝ品）やｷｬｯｼｭﾄﾞﾛﾜ等を駆動させるためのﾄﾞﾗｲﾌﾞ回路）が装備されてお

り、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ回路の出力側は6Pﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸｺﾈｸﾀが実装されている。 

[ ﾄﾞﾗｲﾌﾞ回路 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<注記> 

1)外部機器1と外部機器2を同時に駆動させることはできない。 

2）ﾃﾞｭｰﾃｨは20%以下にすること。（外付けﾌﾞｻﾞｰ接続時を除く） 

3)外付けﾌﾞｻﾞｰ以外の機器（例えばｷｬｯｼｭﾄﾞﾛﾜ等）を接続した場合には、外付けﾌﾞｻﾞｰ駆動ｺﾏﾝﾄﾞは 

絶対に使用しないこと。使用した場合、接続機器及び本回路が破壊する恐れがある。 

4)ｺﾝﾊﾟﾙｼﾞｮﾝｽｲｯﾁの確認 

 ・STARﾓｰﾄﾞ時：ｺﾝﾊﾟﾙｼﾞｮﾝｽｲｯﾁの状態は、自動ｽﾃｰﾀｽまたはｺﾏﾝﾄﾞなどで知ることができる。 

外部機器駆動回路用ｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝNo．6がＨＩＧＨﾚﾍﾞﾙ（ｽｲｯﾁON）の時、該当するｽﾃｰﾀｽﾋﾞｯﾄが”1”となる。 

 ・ESC/POSﾓｰﾄﾞ時：ｺﾝﾊﾟﾙｼﾞｮﾝｽｲｯﾁの設定は、自動ｽﾃｰﾀｽまたはｺﾏﾝﾄﾞで知ることができる。 

5)L1、L2は24Ω以上とする。 

6)D1、D2 平均整流電流（Ta＝25℃） Ｉo＝1.0Ａ 

     尖頭ｻｰｼﾞ電流（50Ｈｚ） ＩＦＭＳ＝25Ａ 

7)D1866絶対最大定格（Ta＝25℃） 

     ｺﾚｸﾀ電流 Ｉｃ＝2Ａ 

     ｺﾚｸﾀ損失 Pｃ＝1.0W 

 [ 推奨ｹｰﾌﾞﾙ ] 

  推奨ｹｰﾌﾞﾙの仕様を下記に示す。 

  ﾋﾟﾝNo．1（ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ）はｼｰﾙﾄﾞ線とする。 

  ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸﾌﾟﾗｸﾞ型番はRJ-11ﾀｲﾌﾟ。 

 

ﾒｰｶｰ 型番 

MOLEX 90075-0031 

AMP 641337 

 

 

 

ﾄ ﾞﾛｱｷｯｸｺﾈｸﾀ  
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14. 操作ﾊﾟﾈﾙおよび機能 

14.1. 操作ﾊﾟﾈﾙ 

 

１）電源投入時 

動作ﾓｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ突入条件 動作 

 SW Cover DIPSW1設定  

   1 2 3 4 5 6 7 8 9 10  

自己印字 入力 Close ＊ ＊ ＊ ON ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 自己印字＋ﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄ 

Hex Dump 入力 Open ＊ ＊ ＊ ON ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ Hex Dump ﾓｰﾄﾞ突入 

NEｾﾝｻ選択ﾓｰﾄﾞ 入力 

(10秒 

以上） 

Open ＊ ＊ ＊ ON ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ NEｾﾝｻ選択設定反転+ﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯ

ﾄ 

ｾﾝｻ調整 

ﾓｰﾄﾞ 

PE/BMｾﾝｻ 

（反射型） 

－－ Close ＊ ＊ ＊ OFF ON ON ON ＊ ＊ ＊ ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞ突入 

LED Blinkにて突入 

 NEｾﾝｻ１ 

（反射型） 

－－ 

 

Close ＊ ＊ ＊ OFF OFF ON ON ＊ ＊ ＊ ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞ突入 

LED Blinkにて突入 

 NEｾﾝｻ２ 

（反射型） 

入力 

 

Close           ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞ突入 

LED Blinkにて突入 

 

 

２）ON-LINE時 

状態 

 

 SW入力 

ON-LINE ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ OFF SW入力中用紙搬送 

 ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ ON 1回のSW入力に対し、1回BM検出動作実行 
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14.1.1. 自己印字 ﾓｰﾄﾞ 

 

【Ver1.0～Ver2.0】 

＜操作手順＞ 

1) ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞの状態でSWを押しながら電源ON。 

2) 自己印字が開始し、Version Number、DIPSW、MSW等の設定を印字する｡ 

3) 自己印字終了後､ﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄが実行される。 

【Ver3.0～】 

＜操作手順＞ 

1) ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞの状態でSWを押しながら電源ON。 

2) 自己印字を開始し、F/W Version、Dip Switch、Memory Switch等の設定を印字する｡ 

（Memory Switch設定が工場出荷時設定と異なる場合、そのﾋﾞｯﾄを白黒反転印字する。） 

3) 自己印字終了後､ﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄが実行される。 

【Ver3.2～】 

＜操作手順＞ 

1) ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞの状態でSWを押しながら電源ON。 

2) 自己印字を開始し、F/W Version、Dip Switch、Memory Switch等の設定を印字する｡ 

（Memory Switch設定が工場出荷時設定と異なる場合、そのﾋﾞｯﾄを白黒反転印字する。） 

3) 自己印字終了時にSWが押されていた場合、続けてﾌﾟﾘﾝﾀに登録されているﾛｺﾞを印字する。 

ﾌﾟﾘﾝﾀにﾛｺﾞが登録されていない場合「LOGO DATA NOT DEFINED」と印字する。 

ﾛｺﾞ印字終了後、もしくは自己印字終了時にSWが押されていなかった場合はﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄを実行する。 

 

14.1.2. Hex Dump ﾓｰﾄﾞ 

 

＜操作手順＞ 

1) ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝの状態でSWを押しながら電源ON。 

2) ﾌﾟﾘﾝﾀの初期化動作終了後、SWを離してｶﾊﾞｰをｸﾛｰｽﾞするとHex Dumpﾓｰﾄﾞへ突入する。 

3) 以降、受信ﾃﾞｰﾀを16進数で印字する。 

4) Hex Dumpﾓｰﾄﾞを終了するときは、ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をOFFする。 

 

 

14.1.3. NEｾﾝｻ選択ﾓｰﾄﾞ 

 

＜操作手順＞ 

1) ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝの状態でSWを押しながら電源をONし、LEDが点滅するまでSWを押し続ける。   

   （LED点滅開始まで約10秒、Ethernet I/F時は約20秒） 

   途中でSWを離した場合、Hex Dump ﾓｰﾄﾞへ突入する。 

2) LEDが３秒間点滅し、ﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄが実行される。 

3) ﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄ実行によりMSWA-9 NEｾﾝｻ設定（標準/縦置き）が反転する。 

 

        NEｾﾝｻ=標準       NEｾﾝｻ=縦置き                
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14.1.4. PE/BM共用ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞ 

 

<操作手順> 

1) 反射型ｾﾝｻ部に用紙ｾｯﾄし､紙有り状態とする｡ 

2) DIPSW1-4=OFF､DIPSW1-5=ON､DIPSW1-6=ON､DIPSW1-7=ON設定にて電源ON｡  

  LEDが点滅し､ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞへ突入｡ 

3) VR3を回転し､PowerLED=ON､ErrorLED=ONとなるように調整する｡ 

  PowerLED=ON､ErrorLED=ONに調整できない場合ｾﾝｻ調整不可｡ 

4)電源OFFし､DIPSW1-4､DIPSW1-5､DIPSW1-6､DIPSW1-7設定を元の状態に戻す｡ 
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14.1.5. NEｾﾝｻ（標準）調整ﾓｰﾄﾞ 

 

＜操作手順＞ 

1) 用紙を取り出し､反射型ｾﾝｻ部を紙無し状態とする｡ 

2) DIPSW1-4=OFF､DIPSW1-5=OFF､DIPSW1-6=ON､DIPSW1-7=ON設定にて電源ON｡  

  LEDが点滅し､ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞへ突入｡ 

3) VR1を底面から見て時計周りに回しきり､ｾﾝｻを最大感度に調整する｡ 

  このとき､PowerLED=ONの場合､5)へ 

  PowerLED=OFFの場合､4)へ 

4) VR1を回転し､PowerLED=ON､ErrorLED=ONとなるように調整する｡ 

  PowerLED=ON､ErrorLED=ONに調整できない場合ｾﾝｻ調整不可｡ 

  ｾﾝｻ調整を終了する場合､5)へ 

5) 電源OFFし､DIPSW1-4､DIPSW1-5､DIPSW1-6､DIPSW1-7設定を元の状態に戻す｡ 
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14.1.6. NEｾﾝｻ（縦置き）調整ﾓｰﾄﾞ 

 

＜操作手順＞ 

1) 用紙を取り出し､反射型ｾﾝｻ部を紙無し状態とする｡ 

2) DIPSW1-4=OFF､DIPSW1-5=OFF､DIPSW1-6=ON､DIPSW1-7=ON設定にて､SWを押しながら電源ON｡  

  LEDが点滅し､ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞへ突入｡ 

3) VR2を底面から見て時計周りに回しきり､ｾﾝｻを最大感度に調整する｡ 

  このとき､PowerLED=ONの場合､5)へ 

  PowerLED=OFFの場合､4)へ 

4) VR2を回転し､PowerLED=ON､ErrorLED=ONとなるように調整する｡ 

  PowerLED=ON､ErrorLED=ONに調整できない場合ｾﾝｻ調整不可｡ 

  ｾﾝｻ調整を終了する場合､5)へ 

5) 電源OFFし､DIPSW1-4､DIPSW1-5､DIPSW1-6､DIPSW1-7設定を元の状態に戻す｡ 
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14.2. LED表示 

 

状態   Power LED 

Green 

Error LED (2-Color) 

Red / Orange 

On-Line   Green 

 

Off 

 警告表示 NEｴﾗｰ Green 

 

Orange  

点滅周期2sec 

Error 自動復帰ｴﾗｰ ﾍｯﾄﾞ高温検出による印字停止 Green  

点滅周期0.5sec 

Off 

 復帰可能ｴﾗｰ ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝｴﾗｰ Green 

 

Red 

  PEｴﾗｰ Green 

 

Orange 

  BMｴﾗｰ Green 

 

Orange 

 復帰不可能ｴﾗｰ ｶｯﾀｰｴﾗｰ Off Red     

点滅周期 0.125sec 

  Flashｴﾗｰ Off 

 

Orange  

点滅周期 0.5sec 

  EEPROMｴﾗｰ Off 

 

Red     

点滅周期 0.75sec 

  SRAMｴﾗｰ Off 

 

Orange  

点滅周期 1sec 

  ﾍｯﾄﾞｻｰﾐｽﾀｴﾗｰ Off 

 

Red     

点滅周期 1.5sec 

  電源電圧ｴﾗｰ Off 

 

Orange  

点滅周期 2sec 

 Ethernetﾘﾝｸ切れ 

※1 

物理的ﾘﾝｸﾀﾞｳﾝ 

Ethernetｶｰﾄﾞ初期化中 

Green 

点滅間隔 4sec 

Orange 

点滅間隔 4sec 

  IPｱﾄﾞﾚｽﾛｽﾄ 

IPｱﾄﾞﾚｽ取得中 

Green 

点滅間隔 0.25sec 

Orange 

点滅間隔 0.25sec 

Other Bluetooth 

※2 

Bluetoothｶｰﾄﾞ初期化中 Green 

点滅間隔 0.5sec 

Orange 

点滅間隔 0.5sec 

  ｴﾗｰによるﾃﾞｰﾀｷｬﾝｾﾙ中 Green 

点滅間隔 0.25sec 

Orange 

点滅間隔 0.25sec 

※1 IFBD-HE07使用時のみ。Ver3.0以降対応 

※2 Bluetooth I/F使用時のみ。Ｖｅｒ5.0以降対応 

 

＜LED出力優先順位＞ 

 復帰不可能Error  →  復帰可能Error2 → 自動復帰Error → 警告表示 → On-Line 

 

 

＜LED出力例 ： Cutter Error＞ 
 
Power LED  ON 
           OFF 

           ON 

ErrorLED 
           OFF 

                     点滅周期   点滅周期  点滅周期 
                     T=0.125sec 
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14.3. ｴﾗｰ仕様 

 

14.3.1. 自動復帰ｴﾗｰ 

本ｴﾗｰはﾌﾟﾘﾝﾀ内部の状態が変化することにより、自動的的にｴﾗｰ解除されます。 

ｴﾗｰ LED  Error発生原因 Error解除方法 

 Power Error   

ﾍｯﾄﾞ高温検出 

による印字停止 

Green  

点滅周期 0.5sec 

Off ﾍｯﾄﾞｻｰﾐｽﾀ高温検出 

（70度） 

温度低下により自動復帰 

（65度） 

 

 

 

14.3.2. 復帰可能Error 

本ｴﾗｰは所定のｴﾗｰ解除動作を実行することにより、ﾌﾟﾘﾝﾀの状態を保持したままｴﾗｰ解除することができます。 

ｴﾗｰ LED  Error発生原因 Error解除方法 

 Power Error   

NEｴﾗｰ Green 

 

Orange  

点滅周期 1sec 

紙残量が少ない 用紙交換 

ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝｴﾗｰ Green 

 

Red ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ検出 ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ 

PEｴﾗｰ Green 

 

Orange 紙無し検出 用紙交換 

BMｴﾗｰ Green 

 

Orange ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ用紙ｻｲｽﾞｴﾗｰ 

（白連続400mm以上検出） 

ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ用紙交換 

PE/BMｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞで再

調整 

 

 

 

14.3.3. 復帰不可能Error 

本ｴﾗｰは致命的ｴﾗｰが発生したためﾌﾟﾘﾝﾀの電源OFFし、所定のｴﾗｰ解除動作を実施後電源再投入する必要があります。 

電源再投入後も同様なｴﾗｰが発生する場合は修理が必要です。 

ｴﾗｰ LED  Error発生原因 Error解除方法 

 Power Error   

ｶｯﾀｰｴﾗｰ Off Red     

点滅周期 0.125sec 

ｶｯﾀｰ故障 電源OFF→用紙ｼﾞｬﾑ確認 

→用紙排除→電源再投入 

→同一ｴﾗｰ発生→修理 

Flashｴﾗｰ Off 

 

Orange  

点滅周期 0.5sec 

Flashｱｸｾｽｴﾗｰ検出 修理 

EEPROMｴﾗｰ Off 

 

Red     

点滅周期 0.75sec 

EEPROMｱｸｾｽｴﾗｰ検出 修理 

SRAMｴﾗｰ Off 

 

Orange  

点滅周期 1sec 

SRAMｱｸｾｽｴﾗｰ検出 修理 

ﾍｯﾄﾞｻｰﾐｽﾀｴﾗｰ Off 

 

Red     

点滅周期 1.5sec 

ﾍｯﾄﾞｻｰﾐｽﾀ異常値検出 修理 

電源電圧ｴﾗｰ Off 

 

Orange  

点滅周期 2sec 

電源電圧異常値検出 電源OFF→電源状態確認 

→電源ON→同一ｴﾗｰ発生 

→修理 
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14.3.4. Ethernetﾘﾝｸ切れError (Ver3.0以降対応) 

ｴﾗｰ LED  Error発生原因 Error解除方法 

 Power Error   

Ethernetﾘﾝｸ切れ 

[物理的ﾘﾝｸﾀﾞｳﾝ] 

 

Green 

点滅間隔 4sec 

Orange 

点滅間隔 4sec 

物理的接続切れ 

(LANｹｰﾌﾞﾙ抜け) 

ﾌﾟﾘﾝﾀ-HUB間のLANｹｰﾌﾞ

ﾙ接続を確認し、電源再投

入 

Ethernetﾘﾝｸ切れ 

[IPｱﾄﾞﾚｽﾛｽﾄ] 

 

Green 

点滅間隔0.25sec 

Orange 

点滅間隔 0.25sec 

IPｱﾄﾞﾚｽ取得できなかった IPｱﾄﾞﾚｽ設定が正しいか確

認して、電源再投入 

 

 本ｴﾗｰは、IFBD-HE07使用時のみ。 

IFBD-HE07側の設定にてﾘﾝｸ切れ警告印刷が有効の場合、Ethernetﾘﾝｸ切れ時に警告印刷を行う。 
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15. DIPSW仕様 

15.1. 概要 

 

DIPSWの読込みは電源投入時またはﾘｾｯﾄ時に実行されるため、設定を変更した場合は、電源再投入またはﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄを

実行させた後に有効となります。  変更は電源OFF状態で行うこと｡  

 

 

15.2. ﾒｲﾝﾎﾞｰﾄﾞのDIPSW1 

 

1) Parallel I/F 

DIPSW1 機能  ON OFF 

DIPSW1-1 Emulation  STAR LINE ESC/POS 

DIPSW1-2 STAR LINE (Reserved) --- --- 

 ESC/POS 基本計算Pitch補正 (*1) EPSON互換 STAR標準 

DIPSW1-3     

DIPSW1-4 ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞﾞ   無効 有効 

DIPSW1-5 INIT信号によるReset  有効 無効 

DIPSW1-6 BUSY条件  受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ ､OFF-LINE 受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ 

DIPSW1-7 ASB機能 (*7)  無効 有効 

DIPSW1-8 STAR LINE NSB機能 (*8) 無効 有効 

 ESC/POS (Reserved:ON固定) --- --- 

DIPSW1-9 低消費電力ﾓｰﾄﾞ  無効 有効 

DIPSW1-10 (Reserved)  --- --- 

 

 

2) RS232 I/F 

DIPSW1 機能  ON OFF 

DIPSW1-1 Emulation  STAR LINE ESC/POS 

DIPSW1-2 STAR LINE (Reserved) --- --- 

 ESC/POS 基本計算Pitch補正 (*1) EPSON互換 STAR標準 

DIPSW1-3     

DIPSW1-4 ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞﾞ   無効 有効 

DIPSW1-5 (Reserved:ON固定)  --- --- 

DIPSW1-6 BUSY条件  受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ ､OFF-LINE 受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ 

DIPSW1-7 ASB機能 (*7)  無効 有効 

DIPSW1-8 (Reserved)  --- --- 

DIPSW1-9 低消費電力ﾓｰﾄﾞ  無効 有効 

DIPSW1-10 (Reserved)  --- --- 
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3) USB I/F 

DIPSW1 機能  ON OFF 

DIPSW1-1 Emulation  STAR LINE ESC/POS 

DIPSW1-2 STAR LINE (Reserved) --- --- 

 ESC/POS 基本計算Pitch補正 (*1) EPSON互換 STAR標準 

DIPSW1-3     

DIPSW1-4 ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞﾞ   無効 有効 

DIPSW1-5 USBﾓｰﾄﾞ  Printer Class Vendor Class 

DIPSW1-6 BUSY条件  受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ ､OFF-LINE 受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ 

DIPSW1-7 ASB機能 (*7) Printer Class 有効（*2） 無効（*2） 

  Vendor Class 無効 有効 

DIPSW1-8 STAR LINE NSB機能 Printer Class 有効（*3） 無効（*3） 

  (*8) Vendor Class 無効 有効 

 ESC/POS (Reserved) --- --- 

DIPSW1-9 低消費電力ﾓｰﾄﾞ  無効 有効 

DIPSW1-10 (Reserved)  --- --- 

 

 

4) Ethernet I/F 

DIPSW1 機能  ON OFF 

DIPSW1-1 Emulation  STAR LINE ESC/POS 

DIPSW1-2 STAR LINE (Reserved) --- --- 

 ESC/POS 基本計算Pitch補正 (*1) EPSON互換 STAR標準 

DIPSW1-3     

DIPSW1-4 ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞﾞ   無効 有効 

DIPSW1-5 (Reserved)  --- --- 

DIPSW1-6 BUSY条件  受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ ､OFF-LINE 受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ 

DIPSW1-7 ASB機能 (*4) (*6) (*7)  有効 無効 

DIPSW1-8 
STAR LINE NSB機能 (*5) (*6) (*8) 有効 無効 

ESC/POS (Reserved) --- --- 

DIPSW1-9 低消費電力ﾓｰﾄﾞ  無効 有効 

DIPSW1-10 (Reserved)  --- --- 

 

 

5) Bluetooth I/F 

DIPSW1 機能  ON OFF 

DIPSW1-1 Emulation  STAR LINE ESC/POS 

DIPSW1-2 STAR LINE (Reserved) --- --- 

 ESC/POS 基本計算Pitch補正 (*1) EPSON互換 STAR標準 

DIPSW1-3     

DIPSW1-4 ｾﾝｻ調整ﾓｰﾄﾞﾞ   無効 有効 

DIPSW1-5 (Reserved:ON固定)  --- --- 

DIPSW1-6 BUSY条件  受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ 受信ﾊﾞｯﾌｧﾌﾙ ､OFF-LINE 

DIPSW1-7 ASB機能 (*7)  無効 有効 

DIPSW1-8 (Reserved)  --- --- 

DIPSW1-9 低消費電力ﾓｰﾄﾞ  無効 有効 

DIPSW1-10 (Reserved)  --- --- 
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（*1） 基本計算Pitch補正 

ESC/POSﾓｰﾄﾞにおける基本計算ﾋﾟｯﾁの設定 “<GS> P x y” ｺﾏﾝﾄﾞに係わるすべての設定において以下の補正を実施す

る｡ 

本補正はEPSONのｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞが180DPI､本ﾌﾟﾘﾝﾀｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞが203DPIであるために生じる位置ずれを補正するものである｡ 

ただし､ﾌｫﾝﾄ､ﾋﾞｯﾄｲﾒｰｼﾞ､ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ等を補正するものではない｡ 

基本計算ﾋﾟｯﾁ補正 (n=指定値) 

･EPSON互換 ： n×2032/基本計算pitch/10 

･STAR標準 ： n×1800/基本計算pitch/10 

 

（*2） IFBD-HE05/06 Ver1.0～Ver1.4 ： 無効固定 

（*3） IFBD-HE05/06 Ver1.0～Ver1.4 ： 有効固定 

 

（*4） IFBD-HE05/06 Ver1.0～Ver1.4 ： 有効固定 

（*5） IFBD-HE05/06 Ver1.0～Ver1.4 ： 有効固定 

（*6） Ethernet I/F時、ASB機能およびNSB機能のDIPSW設定機能の対応状況は、Ethernet I/Fｶｰﾄﾞ上の 

F/Wﾊﾞｰｼﾞｮﾝにより異なる。 

・IFBD-HE05/06 Ver1.0.1以前 : 未対応 （自己印字にて設定が印字されるが機能しないので注意のこと） 

・ IFBD-HE05/06 Ver1.1.0以降、IFBD-HE07/08 : 対応 

 

(*7) ASB機能 

ﾌﾟﾘﾝﾀの状態が変化する毎にﾎｽﾄへ自動ｽﾃｰﾀｽを送信する機能。 

 

(*8) NSB機能 

ﾊﾟﾗﾚﾙ／USBの場合、リバース転送ﾓｰﾄﾞに入る毎に自動ｽﾃｰﾀｽを送信する機能。 

Ethernetの場合、印刷ポート(TCP#9100)接続時に自動ｽﾃｰﾀｽを送信する機能。 
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15.3. ｼﾘｱﾙRS-232Cｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ#1 

 

<工場出荷時: DIPSW1-7=OFF､DIPSW1-8=OFF､他はALL ON> 

DIPSW1 機能 ON OFF 

DIPSW1-1 ﾎﾞｰﾚｰﾄ (下表参照 )  

DIPSW1-2    

DIPSW1-3 ﾃﾞｰﾀ長 8 bit 7 bit 

DIPSW1-4 ﾊﾟﾘﾃｨﾁｪｯｸ 無効 有効 

DIPSW1-5 ﾊﾟﾘﾃｨ選択 奇数 偶数 

DIPSW1-6 ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ DTRﾓｰﾄﾞ Xon/Xoffﾓｰﾄﾞ 

DIPSW1-7 DSR(#6)によるﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄ 有効 無効 

DIPSW1-8 INIT(#25)によるﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄ 有効 無効 

 

<ﾎﾞｰﾚｰﾄ設定詳細> 

DIPSW1-1 DIPSW1-2 ﾎﾞｰﾚｰﾄ 

ON ON 9600 bps 

OFF ON 4800 bps 

ON OFF 19200 bps 

OFF OFF 38400 bps 
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16. MSW仕様 

16.1. 概要 

MSWの読込みは電源投入時またはﾘｾｯﾄ時に実行されるため、設定を変更した場合は電源再投入またはﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄを実行

させた後に有効となります。   

 

MSWの設定は、Emulationを変更すると、変更前に設定した内容の一部（変更後のEmulationで使用されない設定項目や、

工場出荷時設定が異なる設定項目）が意図せず変更される場合があります。Emulationを変更した場合は、MSW設定の確

認を行い、必要な場合は変更後のEmulationにて再設定をしてください。（Ver1.0～Ver3.3） 

 

またFLASHには書込み寿命があるので､1ﾚｼｰﾄ毎に変更ｺﾏﾝﾄﾞを付加するような使い方はしないでください。 

 

以下ﾒﾓﾘｽｲｯﾁ仕様について記述します。 

以下表中Emulation欄の記号は次の内容を示しています｡ 

 ･SL : STAR LINE 

 ･EP : ESC/POS 

 

 

16.2. MSW0 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F        

E        

D        

C        

B        

A        

9        

8        

7        

6        

5 SHIFT-JIS漢字ﾓｰﾄﾞ 有効 無効 ○ ×  *1 

4 仕向地仕様 SBCS(1byte圏 ) DBCS(2byte圏 ) ○ ○   

3        

2        

1        

0        

 

*1) SHIFT-JIS漢字ﾓｰﾄﾞ 

本設定は日本漢字搭載､且つDBCS設定時のみ有効なります｡ 

日本漢字搭載時のJIS漢字ﾓｰﾄﾞ/SHIFT-JIS漢字ﾓｰﾄﾞ詳細は下表を参照下さい｡(電源投入時JIS漢字ﾓｰﾄﾞは無効です｡) 

<STAR LINEﾓｰﾄﾞ 日本漢字搭載時  SHIFT-JIS/JIS仕様> 

SHIFT-JIS漢字ﾓｰﾄﾞ JIS漢字ﾓｰﾄﾞ 印字ﾓｰﾄﾞ 

無効 無効 日本漢字ANKﾓｰﾄﾞ  ( MSW0-5 = ”1”時 ) 

有効 無効 SHIFT-JIS漢字ﾓｰﾄﾞ ( MSW0-5 = ”0”時 ) 

無効 有効 JIS漢字ﾓｰﾄﾞ 

有効 有効 JIS漢字ﾓｰﾄﾞ 
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16.3. MSW1 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F        

E        

D        

C        

B        

A ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定 (下表参照 )  ○ ○  *2 

9 ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定 (下表参照 )  ○ ○  *2 

8 ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ機能 無効 有効 ○ ○   

7 ﾌｫﾝﾄﾀｲﾌﾟ(Font-A､Font-B) 標準 ﾌｫﾝﾄ ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ × ○  *4 

6 ﾌｫﾝﾄﾀｲﾌﾟ(Font-A､Font-B) 標準 ﾌｫﾝﾄ ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ ○ ×  *4 

5        

4 ｾﾞﾛｽﾀｲﾙ ﾉｰﾏﾙｾﾞﾛ ｽﾗｯｼｭｾﾞﾛ ○ ×   

3 国際文字 (下表参照 )  ○ ×  *1 

2 国際文字 (下表参照 )  ○ ×  *1 

1 国際文字 (下表参照 )  ○ ×  *1 

0 国際文字 (下表参照 )  ○ ×  *1 

 

 

*1)国際文字 

n MSW1-3 MSW1-2 MSW1-1 MSW1-0 国際文字 

“0” 0 0 0 0 USA 

“1” 0 0 0 1 France 

“2” 0 0 1 0 Germany 

“3” 0 0 1 1 UK 

“4” 0 1 0 0 Denmark 1 

“5” 0 1 0 1 Sweden 

“6” 0 1 1 0 Italy 

“7” 0 1 1 1 Spain 1 

“8” 1 0 0 0 Japan 

“9” 1 0 0 1 Norway 

“A” 1 0 1 0 Denmark 2 

“B” 1 0 1 1 Spain 2 

“C” 1 1 0 0 Latin America 

“D” 1 1 0 1 Korea 

“E” 1 1 1 0 Ireland 

“F” 1 1 1 1 Legal 

STAR LINEﾓｰﾄﾞ時 

 ・日本漢字搭載 且つ DBCS設定時時､本設定は無効です｡  国際文字設定は“JAPAN(n=8)”固定となります｡ 

 ・ﾊﾝｸﾞﾙ文字搭載 且つ DBCS設定時時､本設定は無効です｡  国際文字設定は“Korea(n=13)”固定となります｡ 
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*2) ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定 

n MSW1-A MSW1-9 ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ   動作 

   ﾌﾙｶｯﾄ ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ ﾃｨｱﾊﾞｰ送り  

“0” 0 0 13m 13mm 21mm 標準ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ 

 

 

“1” 0 1 3mm 13mm 3mm ﾌﾙｶｯﾄ、ﾃｨｱﾊﾞｰ送り後の印字前に 

逆紙送り実行 

ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ後は逆紙送りしません 

“2” 1 0 15mm  15mm  23mm  ﾌﾙｶｯﾄ、ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ後の印字先頭に 

空送2mmを付加 

 

“3” 1 1 7mm 13mm 7mm ﾌﾙｶｯﾄ、ﾃｨｱﾊﾞｰ送り後の印字前に 

逆紙送り実行 

ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ後は逆紙送りしません 

＜注＞ﾌﾙｶｯﾄおよびﾃｨｱﾊﾞｰ送りにてﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ設定を行なう場合はﾛｰﾙ紙仕様に制限事項があります。 

詳細はP2-15 2.9ﾌﾙｶｯﾄまたはﾃｨｱﾊﾞｰ送りで使用する場合の制限事項 を参照願います。 

 

 

*3) ﾌｫﾝﾄﾀｲﾌﾟ（Font-A、Font-B） 

下表のようにF/WのVersionにより仕様が異なります。 

F/W Version Star Line ESC/POS 詳細 

Ver1.0～Ver1.1 MSW1-7 MSW1-7 ﾌｫﾝﾄﾀｲﾌﾟ設定はStarLineとESC/POSで共通設定 

Ver1.2～ MSW1-6 MSW1-7 ﾌｫﾝﾄﾀｲﾌﾟ設定はStarLineとESC/POSで別々の設定 
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( ESC/POS専用 )   

ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄは全てのｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ種には対応していないため、 本MSWによりﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄが選択された場合でも、使用ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ

によってはﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄに切り替えのできないｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞがある。 

各ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞにおけるﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄの切り替え可否を下表に示す。（ ○：ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ切り替え可  - ：ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ切り替え不可） 

下表によりﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ切り替え不可となっているｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞでは、本MSWによりﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄが選択されていた場合においても

標準ﾌｫﾝﾄで印字される。 

ESC t n ｺﾏﾝﾄﾞの変数ｎの値 ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ対応 

0 PC437(USA:Standard Europe) ○ 

1 ｶﾀｶﾅ - 

2 PC850(Multilingual) ○ 

3 PC860(Portuguese) ○ 

4 PC863(Canadian-French) ○ 

5 PC865(Nordic) ○ 

16 WPC1252 ○ 

17 PC866(Cyrillic #2) ○ 

18 PC852(Latin2) ○ 

19 PC858 ○ 

20 Thai Character Code 42 [Thai] - 

21 Thai Character Code 11 [Thai] - 

22 Thai Character Code 13 [Thai] - 

23 Thai Character Code 14 [Thai] - 

24 Thai Character Code 16 [Thai] - 

25 Thai Character Code 17 [Thai] - 

26 Thai Character Code 18 [Thai] - 
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( Star Line専用 )  

ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄは全てのｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ種には対応していないため、 本MSWによりﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄが選択された場合でも、使用ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ

によってはﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄに切り替えのできないｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞがある。 

各ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞにおけるﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄの切り替え可否を下表に示す。（ ○：ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ切り替え可  - ：ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ切り替え不可）

下表によりﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ切り替え不可となっているｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞでは、本MSWによりﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄが選択されていた場合においても

標準ﾌｫﾝﾄで印字される。 

PAGE ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ ﾗｰｼﾞﾌｫﾝﾄ対応 

0 Normal ○ 

1 CodePage437 (USA,Std. Europe) ○ 

2 Katakana - 

3 CodePage437 (USA,Std. Europe) ○ 

4 Codepage 858 (Multilingual) ○ 

5 Codepage 852 (Latin-2) ○ 

6 Codepage 860 (Portuguese) ○ 

7 Codepage 861 (Icelandic) ○ 

8 Codepage 863 (Canadian French) ○ 

9 Codepage 865 (Nordic) ○ 

10 Codepage 866 (Cyrillic Russian) ○ 

11 Codepage 855 (Cyrillic Bulgarian) ○ 

12 Codepage 857 (Turkey) ○ 

13 Codepage 862 (Israel  (Hebrew) ) - 

14 Codepage 864 (Arabic) - 

15 Codepage 737 (Greek) ○ 

16 Codepage 851 (Greek) ○ 

17 Codepage 869 (Greek) ○ 

18 Codepage 928 (Greek) ○ 

19 Codepage 772 (Lithuanian) ○ 

20 Codepage 774 (Lithuanian) ○ 

21 Codepage 874 (Thai) - 

32 Codepage 1252 (Windows Latin-1) ○ 

33 Codepage 1250 (Windows Latin-2) ○ 

34 Codepage 1251 (Windows Cyrillic) ○ 

64 Codepage 3840 (IBM-Russian) ○ 

65 Codepage 3841 (Gost) ○ 

66 Codepage 3843 (Polish) ○ 

67 Codepage 3844 (CS2) ○ 

68 Codepage 3845 (Hungarian) ○ 

69 Codepgae 3846 (Turkish) ○ 

70 Codepage 3847 (Brazil-ABNT) ○ 

71 Codepage 3848 (Brazil-ABICOMP) ○ 

72 Codepage 1001 (Arabic) - 

73 Codepage 2001 (Lithuanian-KBL) ○ 

74 Codepage 3001 (Estonian-1) ○ 

75 Codepage 3002 (Estonian-2) ○ 

76 Codepage 3011 (Latvian-1) ○ 

77 Codepage 3012 (Latvian-2) ○ 

78 Codepage 3021 (Bulgarian) ○ 

79 Codepage 3041 (Maltese) ○ 

96 Thai Character Code 42 (Thai) - 

97 Thai Character Code 11 (Thai) - 

98 Thai Character Code 13 (Thai) - 

99 Thai Character Code 14 (Thai) - 

100 Thai Character Code 16 (Thai) - 

101 Thai Character Code 17 (Thai) - 

102 Thai Character Code 18 (Thai) - 
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16.4. MSW2 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F        

E        

D        

C 180度反転機能 無効 有効 ○ ○  *1 

B ﾗｽﾀｰ印字起動制御 ﾍﾟｰｼﾞ単位 ﾗｲﾝ単位 ○ ×  *6 

A 印字起動制御 (注記参照 )  ○ ○  *5 

9        

8 印字起動制御 （注記参照）  ○ ○  *4 

*5 

7        

6        

5 印字速度 (下表参照 )  ○ ○  *2 

4 印字速度 (下表参照 )  ○ ○  *2 

3        

2 印字濃度 (下表参照 )  ○ ○  *3 

1 印字濃度 (下表参照 )  ○ ○  *3 

0 印字濃度 (下表参照 )  ○ ○  *3 

 

 

*1) 180度反転機能 

本機能有効時､印字ﾃﾞｰﾀ長が300mm(2色時は150mm)未満の場合､印字ﾃﾞｰﾀを下記ﾄﾘｶﾞにより180度反転して印字します｡ 

印字ﾃﾞｰﾀ長が300mm以上ある場合､180度反転機能は無視されます｡ 

また､印字ﾃﾞｰﾀ送信後､連続して下記180度反転ﾄﾘｶﾞｺﾏﾝﾄﾞを送信しない場合も､180度反転機能は無視されます｡ 

 

      <180度反転 ﾄﾘｶﾞ> 

Emulation ﾄﾘｶﾞ 

STAR LINE ｶｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ  ：ESC> d n 

FFｺﾏﾝﾄﾞ  ：<FF> 

BM検出ｺﾏﾝﾄﾞ ：<FF>､<ESC> d n 

印字起動ｺﾏﾝﾄﾞ ：<ESC><GS> g a m n(a=0) 

STAR RASTER FF処理時 

ESC/POS 

ﾍﾟｰｼﾞﾓｰﾄﾞは無効 

ﾏｸﾛ登録、実行中は無効 

 

ｶｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ  ：<GS> V n､<GS> V m n 

BM検出ｺﾏﾝﾄﾞ ：<GS><FF>､<FF> (BM有効時) 

印字起動ｺﾏﾝﾄﾞ ：<ESC><GS> g a m n(a=0) 
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*2) 印字速度 

印字速度設定は単色ﾓｰﾄﾞのみ有効｡ 

2色ﾓｰﾄﾞは印字速度設定無効 (2色ﾓｰﾄﾞ時印字速度：最大80mm/sec) 

低消費電力ﾓｰﾄﾞは印字速度設定無効 (低消費電力ﾓｰﾄﾞ時印字速度：最大150mm/sec) 

Double Resolutionﾓｰﾄﾞは印字速度設定無効 (Double Resolutionﾓｰﾄﾞ時印字速度：最大80mm/sec) 

n MSW2-5 MSW2-4 単色印字ﾓｰﾄﾞ 

“0” 0 0 高速 (最大250mm/sec)    

ただし印字領域が50.8mm、52.5mm、52mm時は最大180mm/sec 

“1” 0 1 中速 (最大180 mm/sec) 

“2” 1 0 低速 (最大100 mm/sec) 

 

 

*3) 印字濃度 

印字濃度設定は単色ﾓｰﾄﾞ､ 2色ﾓｰﾄﾞ､ Double Resolutionﾓｰﾄﾞのみ有効｡ 

低消費電力ﾓｰﾄﾞは印字濃度設定無効｡ 

(Ver1.0～Ver2.0) 

n MSW2-2 MSW2-1 MSW2-0 印字濃度 

    単色ﾓｰﾄﾞ 2色ﾓｰﾄﾞ Double Resolution ﾓｰﾄﾞ 

“0” 0 0 0 1.0 1.0 1.0 

“1” 0 0 1 1.1 1.0 1.0 

“2” 0 1 0 1.2 1.2 1.2 

“3” 0 1 1 1.3 1.2 1.2 

“4” 1 0 0 1.0 1.0 1.0 

“5” 1 0 1 0.9 1.0 1.0 

“6” 1 1 0 0.8 0.8 0.8 

“7” 1 1 1 0.7 0.8 0.8 

 

(Ver3.0～) 

n MSW2-2 MSW2-1 MSW2-0 印字濃度 

    単色ﾓｰﾄﾞ 2色ﾓｰﾄﾞ Double Resolution ﾓｰﾄﾞ 

“0” 0 0 0 Standard  Standard Standard 

“1” 0 0 1 + 1  Standard Standard 

“2” 0 1 0 + 2  + 1  + 1 

“3” 0 1 1 + 3  + 1  + 1 

“4” 1 0 0 Standard  Standard Standard 

“5” 1 0 1 - 1  Standard Standard 

“6” 1 1 0 - 2  - 1  - 1  

“7” 1 1 1 - 3  - 1  - 1  
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*4） 印字起動制御 （Ver1.3～Ver1.4） 

本機能は印字起動制御をﾍﾟｰｼﾞ単位、行単位を選択する機能です。 

行単位選択時、直ちに印字を開始します。但し、間欠印字が発生する場合があります。 

ﾍﾟｰｼﾞ単位選択時、ｲﾒｰｼﾞﾊﾞｯﾌｧ長(単色300mm/2色150mm)までは間欠印字は発生しません。 

但し、行単位選択時に比べ、印字開始が遅くなる場合があります。 

また間欠印字が発生した場合、印字品質が劣化する(白筋等)場合やﾌﾟﾘﾝﾀの動作音が大きくなる場合があります。 

ｼﾘｱﾙI/F使用時は設定値がOFF/”0”=行単位、ON/“１”=ﾍﾟｰｼﾞ単位となります。 

その他のI/F使用時は設定値がOFF=ﾍﾟｰｼﾞ単位、ON=行単位となります。  

 

 

*5) 印字起動制御 (Ver2.0～) 

MSW2-A MSW2-8 印 字 起 動 設 定  

0  0  ｼﾘｱﾙ I /F以 外 :ﾍﾟｰｼﾞ単 位  /  ｼﾘｱﾙ I /F :行 単 位  

1  ｼﾘｱﾙ I /F以 外 :行 単 位  /  ｼﾘｱﾙ I /F :ﾍﾟｰｼﾞ単 位  

1  0  行 単 位  (全 I /F )  

1  ﾍﾟｰｼﾞ単 位  (全 I /F )  

 

 

*6） ﾗｽﾀｰ印字起動制御 （Ver3.2～） 

本機能はﾗｽﾀｰ印字起動制御をﾍﾟｰｼﾞ単位、行単位を選択する機能です。 

行単位選択時、直ちに印字を開始します。但し、間欠印字が発生する場合があります。 

ﾍﾟｰｼﾞ単位選択時、ｲﾒｰｼﾞﾊﾞｯﾌｧ長(単色300mm/2色150mm)までは間欠印字は発生しません。 

但し、行単位選択時に比べ、印字開始が遅くなる場合があります。 
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16.5. MSW3 

 

bit 機    能 OFF/ “0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ (下表参照 )  ○ ×  *3 

E ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ (下表参照 )  ○ ×  *3 

D ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ (下表参照 )  ○ ×  *3 

C ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ (下表参照 )  ○ ×  *3 

B ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ (下表参照 )  ○ ×  *3 

A ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ (下表参照 )  ○ ×  *3 

9 ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ (下表参照 )  ○ ×  *3 

8 ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ (下表参照 )  ○ ×  *3 

7 ANK右ｽﾍﾟｰｽ補正 (下表参照 )  × ○  *1 

6 ANK右ｽﾍﾟｰｽ補正 (下表参照 )  × ○  *1 

5 漢字印字桁数 (下表参照 )  ○ ×  *2 

4 印字桁数 (下表参照 )  ○ ×  *2 

3        

2        

1 <CR>ｺｰﾄﾞ 無視 <LF>ｺｰﾄﾞとして扱う ○ ○  *4 

0 改行量 4mm 3mm ○ ×   

 

 

*1) ANK右ｽﾍﾟｰｽ補正  

n MSW3-7 MSW3-6 ANK右ｽﾍﾟｰｽ補正値 

“0” 0 0 補正無し 

“1” 0 1 +1dot 

“2” 1 0 +2dot 

“3” 1 1 +3dot 

 

 

*2) 漢字印字桁数/ANK印字桁数  

<SBCS時> 

MSW3-4 文字種 文字ｻｲｽﾞ  

( Font + 右ｽﾍﾟｰｽ ) 

印字領域  

( MSW4-0～MSW4-2 ) 

Font-A 

印字桁数 

0 ANK 12(12+0)dot 72mm  (576dot) 48桁 

   52.5mm (420dot) 35桁 

   80mm  (640dot) 53桁 

   50.8mm (406dot) 33桁 

   52mm  (416dot) 34桁 

1 ANK 15(12+3)dot 72mm  (576dot) 38桁 

   52.5mm (420dot) 28桁 

   80mm  (640dot) 42桁 

   50.8mm (406dot) 27桁 

   52mm  (416dot) 27桁 
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<日本漢字設定時(日本漢字搭載､且つ､DBCS時)> 

MSW3-5 文字種 文字ｻｲｽﾞ 

( 左ｽﾍﾟｰｽ+ Font +右ｽﾍﾟｰｽ ) 

印字領域  

( MSW4-0～MSW4-2 ) 

Font-A 

印字桁数 

0 全角漢字 26(1+24+1)dot 72mm  (576dot) 22桁 

   52.5mm (420dot) 16桁 

   80mm  (640dot) 24桁 

   50.8mm (406dot) 15桁 

   52mm  (416dot) 16桁 

 半角漢字 13(0+12+1)dot 72mm  (576dot) 44桁 

   52.5mm (420dot) 32桁 

   80mm  (640dot) 49桁 

   50.8mm (406dot) 31桁 

   52mm  (416dot) 32桁 

1 全角漢字 30(3+24+3)dot 72mm  (576dot) 19桁 

   52.5mm (420dot) 14桁 

   80mm  (640dot) 21桁 

   50.8mm (406dot) 13桁 

   52mm  (416dot) 13桁 

 半角漢字 15(1+12+2)dot 72mm  (576dot) 38桁 

   52.5mm (420dot) 28桁 

   80mm  (640dot) 42桁 

   50.8mm (406dot) 27桁 

   52mm  (416dot) 27桁 

 

MSW3-4 文字種 文字ｻｲｽﾞ  

( Font + 右ｽﾍﾟｰｽ ) 

印字領域  

( MSW4-0～MSW4-2 ) 

Font-A 

印字桁数 

0 ANK 12(12+0)dot 72mm  (576dot) 48桁 

   52.5mm (420dot) 35桁 

   80mm  (640dot) 53桁 

   50.8mm (406dot) 33桁 

   52mm  (416dot) 34桁 

1 ANK 15(12+3)dot 72mm  (576dot) 38桁 

   52.5mm (420dot) 28桁 

   80mm  (640dot) 42桁 

   50.8mm (406dot) 27桁 

   52mm  (416dot) 27桁 
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<日本漢字設定以外時(日本漢字以外を搭載､且つ､DBCS)> 

MSW3-5 文字種 文字ｻｲｽﾞ  

( 左ｽﾍﾟｰｽ + Font + 右ｽﾍﾟｰｽ ) 

印字領域  

( MSW4-0～MSW4-2 ) 

Font-A 

印字桁数 

0 漢字 26(1+24+1)dot 72mm  (576dot) 22桁 

   52.5mm (420dot) 16桁 

   80mm  (640dot) 24桁 

   50.8mm (406dot) 15桁 

   52mm  (416dot) 16桁 

1 漢字 30(3+24+3)dot 72mm  (576dot) 19桁 

   52.5mm (420dot) 14桁 

   80mm  (640dot) 21桁 

   50.8mm (406dot) 13桁 

   52mm  (416dot) 13桁 

 

MSW3-4 文字種 文字ｻｲｽﾞ  

( Font + 右ｽﾍﾟｰｽ ) 

印字領域  

( MSW4-0～MSW4-2 ) 

Font-A 

印字桁数 

0 ANK 13(12+1)dot 72mm  (576dot) 44桁 

   52.5mm (420dot) 32桁 

   80mm  (640dot) 49桁 

   50.8mm (406dot) 31桁 

   52mm  (416dot) 32桁 

1 ANK 15(12+3)dot 72mm  (576dot) 38桁 

   52.5mm (420dot) 28桁 

   80mm  (640dot) 42桁 

   50.8mm (406dot) 27桁 

   52mm  (416dot) 27桁 
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*3) ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 

<SBCS時> 

n MSW8-F MSW3-E MSW3-D MSW3-C MSW3-B MSW3-A MSW3-9 MSW3-8 Character Table 

“00” 0 0 0 0 0 0 0 0 Normal* 

“01” 0 0 0 0 0 0 0 1 CodePage437 (USA,Std. Europe) 

“02” 0 0 0 0 0 0 1 0 Katakana 

“03” 0 0 0 0 0 0 1 1 CodePage437 (USA,Std. Europe) 

“04” 0 0 0 0 0 1 0 0 Codepage 858 (Multilingual) 

“05” 0 0 0 0 0 1 0 1 Codepage 852 (Latin-2) 

“06” 0 0 0 0 0 1 1 0 Codepage 860 (Portuguese) 

“07” 0 0 0 0 0 1 1 1 Codepage 861 (Icelandic) 

“08” 0 0 0 0 1 0 0 0 Codepage 863 (Canadian French) 

“09” 0 0 0 0 1 0 0 1 Codepage 865 (Nordic) 

“0A” 0 0 0 0 1 0 1 0 Codepage 866 (Cyrillic Russian) 

“0B” 0 0 0 0 1 0 1 1 Codepage 855 (Cyrillic Bulgarian) 

“0C” 0 0 0 0 1 1 0 0 Codepage 857 (Turkey) 

“0D” 0 0 0 0 1 1 0 1 Codepage 862 (Israel  (Hebrew) ) 

“0E” 0 0 0 0 1 1 1 0 Codepage 864 (Arabic) 

“0F” 0 0 0 0 1 1 1 1 Codepage 737 (Greek) 

“10” 0 0 0 1 0 0 0 0 Codepage 851 (Greek) 

“11” 0 0 0 1 0 0 0 1 Codepage 869 (Greek) 

“12” 0 0 0 1 0 0 1 0 Codepage 928 (Greek) 

“13” 0 0 0 1 0 0 1 1 Codepage 772 (Lithuanian) 

“14” 0 0 0 1 0 1 0 0 Codepage 774 (Lithuanian) 

“15” 0 0 0 1 0 1 0 1 Codepage 874 (Thai) 

“20” 0 0 1 0 0 0 0 0 Codepage 1252 (Windows Latin-1) 

“21” 0 0 1 0 0 0 0 1 Codepage 1250 (Windows Latin-2) 

“22” 0 0 1 0 0 0 1 0 Codepage 1251 (Windows Cyrillic) 

“40” 0 1 0 0 0 0 0 0 Codepage 3840 (IBM-Russian) 

“41” 0 1 0 0 0 0 0 1 Codepage 3841 (Gost) 

“42” 0 1 0 0 0 0 1 0 Codepage 3843 (Polish) 

“43” 0 1 0 0 0 0 1 1 Codepage 3844 (CS2) 

“44” 0 1 0 0 0 1 0 0 Codepage 3845 (Hungarian) 

“45” 0 1 0 0 0 1 0 1 Codepgae 3846 (Turkish) 

“46” 0 1 0 0 0 1 1 0 Codepage 3847 (Brazil-ABNT) 

“47” 0 1 0 0 0 1 1 1 Codepage 3848 (Brazil-ABICOMP) 

“48” 0 1 0 0 1 0 0 0 Codepage 1001 (Arabic) 

“49” 0 1 0 0 1 0 0 1 Codepage 2001 (Lithuanian-KBL) 

“4A” 0 1 0 0 1 0 1 0 Codepage 3001 (Estonian-1) 

“4B” 0 1 0 0 1 0 1 1 Codepage 3002 (Estonian-2) 

“4C” 0 1 0 0 1 1 0 0 Codepage 3011 (Latvian-1) 

“4D” 0 1 0 0 1 1 0 1 Codepage 3012 (Latvian-2) 

“4E” 0 1 0 0 1 1 1 0 Codepage 3021 (Bulgarian) 

“4F” 0 1 0 0 1 1 1 1 Codepage 3041 (Maltese) 

“FF” 1 1 1 1 1 1 1 1 User Setting  (空白ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ) 

本機能はSBCS設定時のみ有効で､DBCS設定時はｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ固定 

 

<DBCS時> 

UTF-8設定 （Ver4.1～） 

n MSW3-F MSW3-E MSW3-D MSW3-C MSW3-B MSW3-A MSW3-9 MSW3-8 UTF-8設定(※1) 

“80”以外 * * * * * * * * UTF-8無効(※1) 

“80” 1 0 0 0 0 0 0 0 UTF-8有効(※2) 

※1: UTF-8コード無効時、漢字コードはJIS・ShiftJIS/GB/BIG5/KSコードにて指定 

※2: UTF-8コード有効時、漢字コードはUTF-8にて指定 

 

*4) <CR>ｺｰﾄﾞ 

本機能はESC/POSﾓｰﾄﾞでは、ﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ時のみ有効 
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16.6. MSW4 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F        

E        

D        

C        

B        

A        

9 印字ﾓｰﾄﾞ (下表参照)  ○ ○  *3 

8 印字ﾓｰﾄﾞ (下表参照)  ○ ○  *3 

7        

6        

5        

4 印字桁数 ESC/POS互換 最大桁数 × ○  *2 

3        

2 印字領域 (下表参照 )  ○ ○  *1 

1 印字領域 (下表参照 )  ○ ○  *1 

0 印字領域 (下表参照 )  ○ ○  *1 

 

*1) 印字領域 

n MSW4-2 MSW4-1 MSW4-0 印字領域 

“0” 0 0 0 72mm  (576dot) 

“1” 0 0 1 52.5mm (420dot) 

“2” 0 1 0 80mm  (640dot) 

“3” 0 1 1 50.8mm (406dot) 

“4” 1 0 0 52mm  (416dot) 

“5” 1 0 1 (Reserved) 

“6” 1 1 0 (Reserved) 

“7” 1 1 1 (Reserved) 

 

*2) 印字桁数 

本機能はEPSONﾌﾟﾘﾝﾀと互換性をもつために､左ﾏｰｼﾞﾝ(GS L nL nH)と印字領域(GS W nL nH)ｺﾏﾝﾄﾞの初期値を設定する｡ 

本機能により初期値は設定されるが､ｺﾏﾝﾄﾞにより変更することは可能｡ 

MSW4-4 印字領域 左ﾏｰｼﾞﾝ 印字領域 Font-A印字桁数 

0 72mm (576dot) 32dot 512dot 42桁 

 52.5mm (420dot) 24dot 376dot 31桁 

 80mm (640dot) 40dot 568dot 47桁 

 50.8mm (406dot) 24dot 360dot 30桁 

 52mm (416dot) 24dot 368dot 30桁 

1 72mm (576dot) 0dot 576dot 48桁 

 52.5mm (420dot) 0dot 420dot 35桁 

 80mm (640dot) 0dot 640dot 53桁 

 50.8mm (406dot) 0dot 406dot 33桁 

 52mnm (416dot) 0dot 416dot 34桁 
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*3) 印字ﾓｰﾄﾞ  

n MSW4-9 MSW4-8 印字ﾓｰﾄﾞ 

“0” 0 0 単色ﾓｰﾄﾞ 

“1” 0 1 2色ﾓｰﾄﾞ 

“2” 1 0 Double Resolutionﾓｰﾄﾞ (Double Resolution対応 Raster Driverを使用） 

“3” 1 1 (Reserved) 

・DIPSW1-9 低消費電力ﾓｰﾄﾞ有効時、本設定は無視され低消費電力ﾓｰﾄﾞとなる。 

・Double Resolitionﾓｰﾄﾞは本ﾓｰﾄﾞに対応したRaster Drievrを使用してください。 
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16.7. MSW9 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F 印字開始位置補正方向 正転方向 逆転方向 ○ ○  *1 

E 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

D 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

C 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

B 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

A 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

9 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

8 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

7 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

6 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

5 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

4 印字開始位置補正 (下表参照 )  ○ ○  *1 

3 BM長補正 (下表参照 )  ○ ○  *2 

2 BM長補正 (下表参照 )  ○ ○  *2 

1 BM長補正 (下表参照 )  ○ ○  *2 

0 BM長補正 (下表参照 )  ○ ○  *2 

 

*1) 印字開始位置補正 

本機能はﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ検出位置を補正する機能｡  ただし本機能はﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ仕様、及び使用するﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ紙に基づくもので

あり、これら仕様範囲外での使用に関して保証しない。 

補正方向  （MSW9-F） 補正量 （MSW9-E～MSW9-4） 補正範囲 

正転方向 ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ印字開始位置補正値 x 0.5mm 

 

0mm ～ 1023.5mm 

逆転方向 ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ印字開始位置補正値 x 0.5mm 

(10mm以上の補正量を設定しても補正量は最大10mm) 

0mm ～ 10mm 

 

        <Default設定>                        <補正時> 

 

         印字領域                           印字領域 

 

 

 

                                                               印字開始位置補正値 

 

 

 

         印字領域                           印字領域 

 

 

 

 

 

*2) BM長補正 

本補正はｾﾝｻがﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸとして認識するﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ長の最大値を補正する機能です。 

ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ長初期値は9mmです。 

 

ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ長補正長 = 9mm + (BM長補正値 x 1mm)   ： 補正範囲  9mm～24mm 
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16.8. MSWA 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F        

E        

D        

C        

B        

A        

9 NEｾﾝｻ選択 標準NEｾﾝｻ 縦置き用NEｾﾝｻ ○ ○   

8 NEｾﾝｻ 有効 無効 ○ ○  *2 

7        

6        

5        

4 NEによるPE信号制御 無効 有効 ○ ×  *1 

3        

2        

1        

0        

 

*1)NEによるPE信号制御 

本機能はﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ時のみ有効です｡ 

NEｾﾝｻ状態により､ﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀ-ﾌｪｰｽのPE信号を出力します｡ 

  ･NEによるPE信号制御  無効 :NE検出時､ﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ PError信号(#12pin)には影響しません 

  ･NEによるPE信号制御  有効 :NE検出時､ﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ PError信号(#12pin)を出力します 

 

*2)NEｾﾝｻ 

本機能NEｾﾝｻの有効/無効を指定します｡ 
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16.9. MSWB 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F ﾃﾞｰﾀﾀｲﾑｱｳﾄ 有効 無効 ○ ○  *7 

E HW接続状態検出 有効 無効 ○ ○  *8 

D ｴﾗｰ復帰時のﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄ 無効 有効 ○ ○  *6 

C ｴﾗｰ復帰時の印字ﾃﾞｰﾀ処理 印字ﾃﾞｰﾀ破棄 再印字 × ○  *4 

B        

A 受信ﾊﾞｯﾌｧ容量 (下表参照 )  ○ ○  *3 

9 受信ﾊﾞｯﾌｧ容量 (下表参照 )  ○ ○  *3 

8 受信ﾊﾞｯﾌｧ容量 (下表参照 )  ○ ○  *3 

7        

6        

5        

4        

3 受信ﾓｰﾄﾞ 標準 高速 ○ ○  *5 

2        

1        

0 通信ｴﾗｰ処理 ｴﾗｰ処理 無視 ○ ×  *1 

 

 

*1) 通信ｴﾗｰ処理 

本機能はRS-232ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ時の通信ｴﾗｰを検出した場合の処理を選択します｡ 

通信ｴﾗｰは､ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ､ﾊﾟﾘﾃｨｴﾗｰ､ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰを検出します｡ 

  ･ｴﾗｰ処理:通信ｴﾗｰ検出時“?” を印字し通信ｴﾗｰｽﾃｰﾀｽをｾｯﾄする 

  ･無視   :通信ｴﾗｰ検出しても､ｴﾗｰﾃﾞｰﾀを受捨てる 

 

 

 

*3) 受信ﾊﾞｯﾌｧ容量 

n MSWB-A MSWB-9 MSWB-8 受信ﾊﾞｯﾌｧ容量 

“0” 0 0 0 8Kbyte 

“1” 0 0 1 64 byte 

“2” 0 1 0 128 byte 

“3” 0 1 1 256 byte 

“4” 1 0 0 512 byte 

“5” 1 0 1 1 Kbyte 

“6” 1 1 0 2 Kbyte 

“7” 1 1 1 4 Kbyte 
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*4) ｴﾗｰ復帰時の印字ﾃﾞｰﾀ処理 

Mode MSWB-C=0  (印字ﾃﾞｰﾀ破棄) MSWB-C=1  (再印字) 

ESC/POSﾗｲﾝ --- --- 

ESC/POSﾍﾟｰｼﾞ ｴﾗｰ発生時､印字ﾃﾞｰﾀを破棄 ON-LINE復帰時､ｴﾗｰ発生時のﾍﾟｰｼﾞ先頭から印字再開 

 

*5) 受信ﾓｰﾄﾞ 

本ﾓｰﾄﾞはRS232以外のI/Fで有効。 

受信ﾓｰﾄﾞを高速に設定すると、受信ﾊﾞｯﾌｧを使用せず、直接ﾃﾞｰﾀをﾘｰﾄﾞするため高速受信が可能となる。 

ただし、高速設定時、ﾘｱﾙﾀｲﾑｺﾏﾝﾄﾞが使用できなくなる。 

 

*6) ｴﾗｰ復帰時のﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄ (Ver2.0以降) 

本機能有効時、ｴﾗｰ復帰からのｵﾝﾗｲﾝ時にﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄを実行する。 

ただし、Ethernet I/F時は、下記の通りEthernet I/FｶｰﾄﾞのF/Wﾊﾞｰｼﾞｮﾝにより本機能の対応/未対応が異なる。 

・IFBD-HE05/06 Ver1.0.1以前 ：未対応 

・IFBD-HE05/06 Ver1.1.0以降、IFBD-HE07/08 ：対応 

 

*7) ﾃﾞｰﾀﾀｲﾑｱｳﾄによる切断検出 (Ver5.0以降) 

本機能はBluetooth I/Fでのみ有効。 

本機能有効時、ﾌﾟﾘﾝﾀが受信するﾃﾞｰﾀが無い状態が規定の時間続いた場合、Bluetooth通信接続が切断されたと判断する。 

切断検出時、ｺﾏﾝﾄﾞの受信途中であった場合はｺﾏﾝﾄﾞ解析を中止する。 

また切断検出時にﾃﾞｰﾀｷｬﾝｾﾙﾓｰﾄﾞが有効だった場合は、ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ終了ｺﾏﾝﾄﾞまでﾃﾞｰﾀｷｬﾝｾﾙを行う。 

*8）記載の通信接続状態検出機能有効時は、本機能によるﾃﾞｰﾀﾀｲﾑｱｳﾄ時に即切断とは判断せず、通信接続状態検出機

能を併用し、通信切断の判断を行う。 

 

*8) ﾃﾞｰﾀﾀｲﾑｱｳﾄ時のHWの接続検出併用 (Ver5.1以降かつIFBD-HB05組み合わせ時のみ) 

本機能は*7）ﾃﾞｰﾀﾀｲﾑｱｳﾄ有効時のみ有効。 

本機能有効時、ﾃﾞｰﾀﾀｲﾑｱｳﾄ検出時にBluetoothの通信接続状態を確認し、切断状態であった場合にｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ接続が切

断されたと判断し、*1）記載の切断検出時の処理を行う。 

 

*7) *8)補足 

電波環境が良好で無い場合、ﾃﾞｰﾀ転送中にBluetooth通信が切断しﾃﾞｰﾀが消失する可能性がある。 

消失したﾃﾞｰﾀの取り扱いは上位装置のOS、ｱﾌﾟﾘに依存するが、再送される可能性がある。 

不要ﾃﾞｰﾀの印刷を抑制するため、Bluetooth通信の切断を適切に検出し上位装置と整合をとる必要がある。 

切断の検出は、受信ﾃﾞｰﾀのﾀｲﾑｱｳﾄ検出（*7 ﾃﾞｰﾀﾀｲﾑｱｳﾄ）、通信ﾓｼﾞｭｰﾙが出力する接続状態検出信号の監視（*8 

通信接続状態検出）で行う。 
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16.10. MSWC 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F        

E        

D ﾗｽﾀｰ時のｽﾃｰﾀｽ送信 有効 無効 ○ ×  *6 

C IEEE1284 ﾘﾊﾞｰｽﾓｰﾄﾞ 有効 無効 ○ ○  *5 

B        

A        

9        

8 ACKﾊﾟﾙｽ幅 1usec 9usec ○ ○  *4 

7        

6        

5        

4 送信途中ｽﾃｰﾀｽの扱い 再送 破棄 ○ ×  *3 

3        

2        

1 USB ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ 無効 有効 ○ ○  *2 

0 IEEE1284  DeviceID 無効 有効 ○ ○  *1 

 

*1) IEEE1284 DeviceID 

本機能はﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ時のみ有効 

 

*2) USBｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ 

本機能はUSBｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ時のみ有効 

 

*3)送信途中ｽﾃｰﾀｽの扱い 

本機能はﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ時のみ有効 

 

*4)ACKﾊﾟﾙｽ幅 

本機能はﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ時のみ有効 

 

*5)IEEE1284ﾘﾊﾞｰｽﾓｰﾄﾞ 

本機能はﾊﾟﾗﾚﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ時のみ有効 

 

*6)ﾗｽﾀｰ時のｽﾃｰﾀｽ送信 

本機能はUSBｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ時のみ有効｡ 

STAR LINEのﾗｽﾀｰﾓｰﾄﾞ中のｽﾃｰﾀｽ送信の有効/無効を設定する機能｡ 
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16.11. MSWF 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F 連続<LF>ｶｯﾄ置換え機能 (下表参照 )  ○ ○  *1 

E 連続<LF>ｶｯﾄ置換え機能 (下表参照 )  ○ ○  *1 

D 連続<LF>ｶｯﾄ置換え機能 (下表参照 )  ○ ○  *1 

C 連続<LF>ｶｯﾄ置換え機能 (下表参照 )  ○ ○  *1 

B 連続<LF>ｶｯﾄ仕様 ﾊﾟｰｼｬﾙｶｯﾄ ﾌﾙｶｯﾄ ○ ○   

A        

9        

8        

7        

6        

5        

4        

3        

2        

1        

0        

 

 

*1) 連続<LF>ｶｯﾄ置換え 

n MSWF-F MSWF-E MSWF-D MSWF-C  

“0” 0 0 0 0 連続<LF>ｶｯﾄ置換え機能無効 

“1” 0 0 0 1 連続<LF>2回 → ｶｯﾄ置換え 

“2” 0 0 1 0 連続<LF>3回 → ｶｯﾄ置換え 

“3” 0 0 1 1 連続<LF>4回 → ｶｯﾄ置換え 

“4” 0 1 0 0 連続<LF>5回 → ｶｯﾄ置換え 

“5” 0 1 0 1 連続<LF>6回 → ｶｯﾄ置換え 

“6” 0 1 1 0 連続<LF>7回 → ｶｯﾄ置換え 

“7” 0 1 1 1 連続<LF>8回 → ｶｯﾄ置換え 

“8” 1 0 0 0 連続<LF>9回 → ｶｯﾄ置換え 

“9” 1 0 0 1 連続<LF>10回 → ｶｯﾄ置換え 

“A” 1 0 1 0 連続<LF>11回 → ｶｯﾄ置換え 

“B” 1 0 1 1 連続<LF>12回 → ｶｯﾄ置換え 

“C” 1 1 0 0 連続<LF>13回 → ｶｯﾄ置換え 

“D” 1 1 0 1 連続<LF>14回 → ｶｯﾄ置換え 

“E” 1 1 1 0 連続<LF>15回 → ｶｯﾄ置換え 

“F” 1 1 1 1 連続<LF>16回 → ｶｯﾄ置換え 

Auto Logo､ｲﾆｼｬﾘｾﾞｰｼｮﾝﾏｸﾛ､ﾏｸﾛ､ESC/POSﾍﾟｰｼﾞﾓｰﾄﾞ中は本機能無視｡ 

STAR LINE ﾗｽﾀｰ中､高速受信ﾓｰﾄﾞ中は本機能無視｡ 
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16.12. MSWG 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F        

E        

D        

C        

B        

A        

9        

8        

7        

6        

5        

4        

3        

2        

1        

0        
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16.13. MSWH 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F        

E        

D        

C        

B        

A        

9        

8        

7        

6        

5        

4        

3        

2        

1        

0        
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16.14. MSWI 

 

bit 機    能 OFF/“0” ON/“1” Emulation 注

記 

    SL EP   

F        

E        

D        

C        

B        

A        

9        

8        

7        

6        

5        

4        

3        

2        

1        

0        
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17. ｺﾏﾝﾄﾞ詳細 

17.1. ESC/POSﾓｰﾄﾞｺﾏﾝﾄﾞ詳細 

 

ESC/POSｺﾏﾝﾄﾞ仕様書参照｡ 
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17.2. STARﾗｲﾝﾓｰﾄﾞｺﾏﾝﾄﾞ詳細 

 

STARﾗｲﾝﾓｰﾄﾞｺﾏﾝﾄﾞ仕様書参照 
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18. ｵﾌﾟｼｮﾝ部品 

①壁掛けｷｯﾄ(壁掛けｼｬｰｼ､ﾛｰﾙｽﾄｯﾊﾟ､ｼｬﾌﾄ､ｽﾍﾟｰｻ､ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｼｰﾙ､壁掛けﾌﾞﾗｹｯﾄ､各種取り付け用ﾈｼﾞ) 

②縦置きｷｯﾄ(縦置きｽﾀﾝﾄﾞ､壁掛けｼｬｰｼ､ﾛｰﾙｽﾄｯﾊﾟ､ｼｬﾌﾄ､ｽﾍﾟｰｻ､ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｼｰﾙ､各種取り付け用ﾈｼﾞ) 

③防滴ｶﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 

④USB I/F 

⑤Ethernet I/F 

⑥RS232C I/F   D-SUB25ﾋﾟﾝ /D-SUB9ﾋﾟﾝ 

 

<ｵﾌﾟｼｮﾝ壁掛けｷｯﾄ装着時の外形図> 
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<ｵﾌﾟｼｮﾝ縦置きｷｯﾄ使用時の外形図> 
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19. その他 

①外部給紙を行う場合 

・TSP743Ⅱｼﾘｰｽﾞは外部給紙が可能な仕様となっている。 

・ﾘﾔﾌﾞﾗﾝﾄﾞｼｰﾙを取り外す（剥がす）と、外部給紙用のｽﾘｯﾄがあるので、そこからの給紙が可能である。 

・外部給紙を行う場合の給紙負荷は必ず「100gf以下」となるよう外部給紙装置を設計および確認すること。 

・設置の際はﾌﾟﾘﾝﾀ本体と外部給紙装置の位置関係等に注意し、用紙ｽｷｭｰなどの障害が発生しないことを 

事前に確認すること。 

 

②添付部品の壁掛けｼｬｰｼ装着時の外形図 

 
 

③壁掛け仕様について 

・「Ethernet I/F」にて「添付部品の壁掛けｼｬｰｼ」を使用する場合は、下図に示す壁掛けﾌﾞﾗｹｯﾄを 

別途準備するか、ﾈｼﾞへの引っ掛けでの取り付けとすること。 

「Ethernet I/F」にて「ｵﾌﾟｼｮﾝ部品の壁掛けﾌﾞﾗｹｯﾄ」を使用すると、電波障害の可能性がある。 

・下図のﾌﾞﾗｹｯﾄを使用した場合、ﾌﾟﾘﾝﾀは鉛直に対し約5°傾くため、用紙排出位置はﾌﾟﾘﾝﾀ下端より186mmとなる。 

 



URL: http://www.star-m.jp

〒 424-0066   静岡県静岡市清水区七ッ新屋 536

                            電話 054-347-0112（営業直通）
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